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【
要
約
】
　
本
稿
の
国
的
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
台
中
州
北
斗
郡
に
お
け
る
製
糖
会
社
の
甘
藤
作
経
営
と
台
湾
人
篤
農
家
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
の

過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
場
に
お
い
て
技
術
を
軸
と
し
て
深
刻
化
し
た
統
治
の
問
題
と
、
そ
の
統
治
の
申
で
生
き
延
び
る
可
能
性
を

考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
製
糖
会
社
に
よ
る
甘
藤
生
産
の
合
理
化
が
蕪
作
農
家
を
窮
迫
せ
し
め
る
中
で
、
台
湾
電
力
が
利
用
を
勧
誘
し
て
い
た
電
動
ポ
ン

プ
は
高
額
な
経
済
的
負
担
と
い
う
難
点
を
含
み
な
が
ら
も
甘
孝
孫
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
を
可
能
に
し
、
惨
状
か
ら
脱
却
す
る
可
能
性
を
農
家
へ
と
示
し
た
。

そ
れ
ま
で
甘
蘇
作
に
尽
力
し
て
い
た
台
湾
人
篤
農
家
は
い
か
な
る
葛
藤
を
へ
て
ポ
ン
プ
導
入
を
決
断
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
以
上
を
、
台
湾
電
力
資
料

（
東
京
大
学
経
済
学
部
資
料
室
所
蔵
）
を
主
に
利
用
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
従
来
の
植
民
地
研
究
に
お
い
て
近
代
性
論
は
そ
の
対
象
を
社
会
史
・
文
化
史

に
集
中
さ
せ
て
き
た
が
、
本
論
文
は
そ
れ
を
経
済
史
へ
と
拡
張
し
つ
つ
、
近
代
性
論
の
深
化
を
試
み
る
。
　
　
　
史
林
九
七
巻
三
号
　
二
〇
一
四
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
の
目
的
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
台
中
州
北
斗
郡
に
お
け
る
製
糖
会
社
の
甘
藷
作
経
営
と
台
湾
人
篤
農
家
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入

の
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
の
場
に
お
い
て
技
術
を
軸
と
し
て
深
刻
化
し
た
統
治
の
問
題
と
、
そ
の
統
治
の
中
で
生
き
延
び

る
可
能
性
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

植
民
地
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
農
業
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
矢
内
原
忠
雄
と
徐
照
彦
の
古
典
的
著
作
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
経
済
史
で
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①

は
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
従
来
の
研
究
で
は
台
湾
総
督
府
の
政
策
が
主
に
検
討
さ
れ
た
が
、
近
年
で
は
農
産
物
の
加
工
や
農
業
用

品
の
販
売
に
関
わ
っ
た
商
工
業
者
、
農
会
が
果
た
し
た
役
割
に
対
し
て
も
光
が
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
籾
摺
・
精
米
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

動
力
利
用
の
進
展
、
農
会
や
土
塑
問
を
通
し
た
肥
料
の
流
通
等
に
つ
い
て
優
れ
た
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
は
技
術

が
誰
に
よ
り
い
か
に
奨
励
さ
れ
普
及
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
視
角
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
技
術
を
導
入
す
る
（
あ
る
い
は
、

導
入
し
な
い
）
こ
と
が
台
湾
人
農
民
側
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
着
目
し
た
研
究
は
少
な
い
。

　
「
方
、
「
九
九
〇
年
代
半
ば
以
後
の
植
民
地
研
究
に
お
い
て
大
き
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
近
代
性
論
は
、
い
わ
ゆ
る
近
代
化
あ
る

い
は
発
展
と
い
う
現
象
が
及
ぼ
し
た
複
雑
な
影
響
を
焦
点
に
し
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
従
来
の
経
済
史
の
研
究
を
「
植
民
地
近
代
化

論
」
と
し
て
批
判
し
つ
つ
、
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
た
統
治
と
権
力
の
問
題
が
主
題
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
近
代
性
論
に
基
づ
く
研
究
は
、

例
え
ば
総
督
府
の
衛
生
事
業
に
お
け
る
分
割
と
排
除
の
問
題
や
、
学
校
教
育
・
博
覧
会
な
ど
に
お
い
て
機
能
す
る
規
律
権
力
の
問
題
と
い
っ
た

文
化
史
・
社
会
史
的
な
テ
ー
マ
に
集
中
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
農
業
生
産
の
よ
う
な
経
済
史
の
重
視
し
て
き
た
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
る
こ
と
は
極

　
　
　
　
　
　
③

め
て
稀
で
あ
っ
た
。
農
業
技
術
に
つ
い
て
も
、
近
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
嘉
南
大
虎
の
水
利
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
清
水
美
里
の
研
究
や
、
品
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

改
良
と
化
学
肥
料
に
関
す
る
藤
原
辰
史
の
研
究
が
現
れ
る
に
至
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
農
業
技
術
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
が
典
型
的
に
示
す
よ
う
に
、

近
代
性
論
と
経
済
史
は
全
く
す
れ
違
い
な
が
ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
か
か
る
研
究
状
況
に
対
し
て
本
稿
が
試
み
た
い
の
は
、
農
業
技
術
を
焦
点
と
し
な
が
ら
経
済
史
の
領
域
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
近
代
性
を
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。
近
代
化
に
孕
ま
れ
る
統
治
や
権
力
に
着
目
す
る
近
代
性
論
の
視
角
そ
の
も
の
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
社
会
史
や

文
化
史
の
テ
ー
マ
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
、
生
産
や
窮
乏
と
い
っ
た
経
済
の
問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
議
論
を
進
め
る
の
で
は
、
近
代
性
と
い
う

複
雑
な
事
象
の
全
体
像
を
捉
え
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
以
上
の
視
角
を
と
る
こ
と
は
、
近
年
の
経
済
史
研
究
が
統
治
の
問
題
を
後
景

化
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
内
在
的
に
批
判
す
る
こ
と
へ
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
視
角
か
ら
分
析
を
進
め
る
に
際
し
本
稿
が
特
に
取
り
上
げ
る
の
が
、
電
動
ポ
ン
プ
と
い
う
農
業
技
術
が
台
湾
人
篤
農
家
に
よ
っ
て
導
入
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さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
背
景
に
は
製
糖
会
社
が
推
進
し
た
平
蕪
生
産
合
理
化
に
よ
る
農
家
の
窮
迫
が
あ
り
、
ポ
ン
プ
導
入
に
は
そ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
の
脱
却
を
導
く
可
能
性
が
存
在
し
た
も
の
の
、
高
額
な
経
済
的
負
担
と
い
う
問
題
も
つ
き
ま
と
っ
た
。
両
者
の
狭
間
で
葛
藤
を
迫
ら
れ

た
台
湾
人
篤
農
家
が
ポ
ン
プ
導
入
に
至
る
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
近
代
性
論
の
経
済
史
へ
の
拡
張
と
、
そ
れ
に
よ
る
近
代
性
論
そ

の
も
の
の
深
化
を
目
指
し
た
い
。

　
ま
た
農
業
経
営
の
先
覚
者
と
し
て
地
域
レ
ベ
ル
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
台
湾
人
農
民
、
い
わ
ゆ
る
篤
農
家
に
つ
い
て
は
、
李
力
率
と
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

崎
聖
子
が
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
何
れ
も
総
督
府
に
よ
る
農
村
支
配
の
手
段
と
し
て
彼
ら
を
位
置
づ
け
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
総
督
府
が

積
極
的
に
彼
ら
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
策
実
施
に
対
す
る
彼
ら
の
協
力
を
得
つ
つ
、
農
村
へ
の
統
治
を
安
定
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い

う
指
摘
は
誤
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
見
解
は
篤
農
家
と
地
域
の
　
選
管
罠
と
の
関
係
性
を
捨
象
し
て
い
る
点
で
、
一
面
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
篤
農
家
が
そ
の
高
い
農
業
経
営
能
力
を
も
と
に
地
域
内
の
他
の
農
民
の
期
待
や
信
頼
を
集
め
て
お
り
、
有
力
者
と
し
て
地
域
を
代

表
し
て
総
督
府
や
製
糖
会
社
と
対
峙
す
る
こ
と
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
史
料
と
し
て
は
、
東
京
大
闇
経
済
学
部
資
料
室
が
所
蔵
す
る
台
湾
電
力
資
料
（
以
下
、
関
電
資
料
）
を
主
に
利
用
す
る
。
公
文
書
の
世
界
か
ら
遠

く
離
れ
た
農
村
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
史
料
が
残
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、
ポ
ン
プ
の
利
用
を
農
村
で
勧
誘
し
、
普
及
を
推
進
し
た
の
が
台

湾
電
力
株
式
会
社
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
社
内
資
料
で
あ
る
台
電
資
料
に
少
な
か
ら
ぬ
記
載
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
電
動
ポ
ン
プ

普
及
の
背
景
と
な
っ
た
甘
蕨
生
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
台
湾
新
民
報
・
新
高
新
報
・
台
南
新
報
な
ど
の
新
聞
記
事
や
台
中
州
水
利

協
会
報
な
ど
の
雑
誌
記
事
に
豊
富
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
。
検
討
対
象
と
し
て
は
、
台
中
州
北
斗
郡
に
着
目
す
る
。

同
地
域
で
は
台
湾
島
内
で
も
最
も
早
い
一
九
三
二
年
に
台
湾
人
地
主
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

②
　
矢
内
原
忠
雄
噸
帝
国
主
義
下
の
台
湾
臨
岩
波
省
店
、
一
九
二
九
年
。
徐
照
彦

　
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
。

②
堀
内
義
隆
「
日
本
植
民
地
期
台
湾
の
米
穀
産
業
と
工
業
化
－
劔
摺
・
精
米
業

の
発
展
を
中
心
に
一
」
『
社
会
経
済
史
学
㎞
第
六
七
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
一
年

五
月
）
。
平
井
健
介
コ
九
一
〇
～
三
〇
年
代
台
湾
に
お
け
る
肥
料
市
場
の
展
開

と
取
引
メ
カ
ニ
ズ
ム
扁
『
社
会
経
済
史
学
㎏
第
七
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
～
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一
月
）
。

③
例
え
ば
、
魍
歴
史
学
研
究
㎞
第
八
三
四
号
（
二
〇
〇
七
年
＝
月
）
の
「
東
ア

　
ジ
ア
に
お
け
る
医
療
・
衛
生
の
制
度
化
と
植
民
地
近
代
性
」
特
集
に
掲
載
さ
れ
た

　
諸
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
研
究
動
向
の
紹
介
と
し
て
は
、
板
垣
竜
太
「
〈
植
民
地

　
近
代
〉
を
め
ぐ
っ
て
」
噸
歴
史
評
込
醗
第
六
五
四
号
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
。
板

　
垣
竜
太
・
戸
邊
秀
明
・
水
谷
智
「
日
本
植
民
地
研
究
の
回
顧
と
展
望
－
朝
鮮
史

　
を
中
心
に
一
漏
『
社
会
科
学
隔
第
八
八
号
く
二
〇
一
〇
年
八
月
）
。

④
清
水
美
里
「
日
本
植
民
地
期
台
湾
の
水
利
を
め
ぐ
る
権
利
の
抗
争
－
慕
南
大

　
燐
軍
官
シ
ス
テ
ム
へ
の
反
対
運
動
を
事
例
に
一
」
噸
日
本
語
・
日
本
学
研
究
㎞

　
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
。
藤
原
辰
史
『
稲
の
大
東
亜
共
栄
圏
一
帝
国
日

　
本
の
「
緑
の
革
命
偏
一
戸
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
。

⑤
李
力
庸
咽
日
治
時
期
宮
中
地
区
的
農
会
与
米
作
（
一
九
〇
二
二
九
四
五
）
』

　
下
郷
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
七
－
一
六
八
頁
。
宮
崎
聖
子
『
植
民
地
期
台

　
湾
に
お
け
る
青
年
団
と
地
域
の
変
容
嚇
御
茶
の
水
書
一
房
、
二
〇
〇
八
年
、
第
三
章
。
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第
【
章
　
台
中
州
北
斗
郡
と
甘
薦
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
本
章
で
は
ま
ず
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
の
舞
台
と
な
っ
た
台
中
州
北
斗
郡
の
地
勢
と
社
会
的
関
係
を
概
観
す
る
。
続
い
て
、
同
郡
で
そ
れ
ぞ
れ

の
区
域
内
の
農
民
か
ら
甘
蕪
を
独
占
的
に
買
収
し
て
い
た
塩
水
港
製
糖
株
式
会
社
と
明
治
製
糖
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営
方
針
、
特
に

甘
受
買
取
価
格
低
下
と
生
産
管
理
の
問
題
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
一
九
三
二
年
初
頭
の
霜
害
を
深
刻
化
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
電

動
ポ
ン
プ
導
入
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節
　
台
中
州
北
斗
郡
の
地
勢
と
社
会
的
関
係

　
愚
蒙
州
北
斗
郡
は
台
湾
中
西
部
、
今
日
の
彰
化
県
最
南
部
、
濁
水
渓
の
申
下
流
部
北
岸
に
位
置
す
る
。
濁
水
漢
は
台
湾
を
代
表
す
る
大
河
川

で
あ
り
、
歴
史
的
に
大
洪
水
を
繰
り
返
し
流
路
を
変
え
る
一
方
で
、
中
央
山
脈
か
ら
養
分
に
富
ん
だ
土
砂
を
下
流
へ
と
運
び
、
北
斗
郡
を
含
む

肥
沃
な
平
野
部
を
形
成
し
て
き
た
。
｝
九
一
〇
年
代
に
台
湾
総
督
府
は
洪
水
の
防
止
を
甲
斐
と
し
て
濁
水
漢
の
護
岸
工
事
を
行
い
、
現
在
の

ル
ー
ト
の
み
を
流
れ
る
よ
う
に
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
北
斗
郡
の
多
く
の
土
地
が
安
定
的
に
耕
作
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
浮
雲
地
」
と
呼

ば
れ
た
こ
の
新
た
な
土
地
は
富
有
地
に
指
定
さ
れ
た
後
、
一
部
は
総
督
府
の
元
宮
僚
や
製
糖
会
社
へ
優
先
的
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
り
、
貸
し
出
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さ
れ
た
り
し
た
一
方
で
、
台
湾
人
農
民
に
よ
る
「
無
断
」
開
墾
も
絶
え
な
か
っ
た
た
め
、
土
地
問
題
が
頻
繁
に
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後

述
す
る
通
り
、
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
台
湾
母
地
主
だ
ち
に
は
元
来
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
借
り
て
筆
工
農
場
を
経
営
す
る
人
物
が
多
か
っ
た
。

　
北
斗
郡
の
人
口
（
｝
九
三
二
年
）
は
台
中
州
統
計
書
に
よ
れ
ば
＝
一
万
三
九
　
四
人
で
、
そ
の
う
ち
～
二
万
工
三
五
〇
人
（
約
九
九
％
）
が
台

湾
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
島
内
平
均
（
約
九
〇
％
）
と
比
較
し
て
も
台
湾
人
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
地
域
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

約
七
二
％
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
農
業
が
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
。

　
栽
培
さ
れ
て
い
た
作
物
に
は
稲
・
甘
蕪
・
甘
藷
・
落
花
生
・
麦
・
大
豆
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
台
中
州
全
体
と
比
較
し
て
特
微
弱
で
あ
っ
た
の

は
、
甘
偶
作
と
雑
作
の
比
率
の
高
さ
、
逆
に
い
え
ば
水
稲
作
の
比
率
の
低
さ
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
の
台
中
州
全
体
に
つ
い
て
見
れ
ば
水
稲
一

期
作
の
植
付
面
積
が
七
九
〇
四
七
甲
、
甘
蕨
作
が
二
三
四
二
九
甲
と
い
う
よ
う
に
稲
作
が
甘
薦
作
の
四
倍
程
度
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

斗
郡
で
は
水
稲
一
期
作
が
八
七
三
一
甲
、
甘
藤
作
が
六
〇
四
二
甲
と
い
う
よ
う
に
拮
抗
し
て
い
た
。
ま
た
落
花
生
の
二
〇
九
九
甲
を
は
じ
め
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
雑
作
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
北
斗
郡
の
植
付
状
況
は
台
中
州
の
中
で
は
特
殊
な
位
竃
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
植
付
の
割
合
は
北
斗
郡
に
お
け
る
水
利
条
件
の
相
対
的
欠
如
に
由
来
し
て
お
り
、
児
振
が
困
難
な
地
域
で
は
水
稲
作
で
は
な
く
、

水
を
大
量
に
は
必
要
と
し
な
い
甘
藤
な
ど
の
作
物
が
栽
培
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
北
斗
郡
で
は
営
業
が
度
々
発
生
し
て
お
り
、

ポ
ン
プ
の
普
及
が
は
じ
ま
る
三
年
前
に
あ
た
る
一
九
二
九
年
初
頭
に
も
、
旱
越
に
よ
り
島
内
で
最
も
深
刻
な
被
害
を
蒙
っ
た
。
こ
の
時
、
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
灌
概
用
水
で
あ
る
莉
仔
聖
訓
の
水
稲
植
付
予
定
地
の
う
ち
、
四
四
％
は
水
不
足
が
理
由
で
植
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
北

斗
街
近
隣
の
土
地
に
つ
い
て
は
「
約
一
七
〇
甲
歩
に
わ
た
る
田
畑
が
有
る
け
れ
ど
も
、
多
く
は
看
天
田
或
は
水
溜
池
を
掘
っ
て
雨
季
を
待
っ
て

植
え
つ
け
、
其
の
後
は
収
穫
に
至
る
ま
で
農
夫
は
常
に
降
雨
を
待
っ
て
水
に
心
配
す
る
こ
と
一
方
で
な
い
扁
と
い
っ
た
瀧
概
の
困
難
さ
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
⑥

記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
水
田
に
お
い
て
も
稲
作
が
選
択
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
甘
藤
作
が
選
択
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ

と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
当
時
の
北
斗
郡
は
地
下
水
の
水
位
が
非
常
に
浅
か
っ
た
た
め
（
連
年
の
地
下
水
位
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
今
日
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
で
あ
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る
）
、
島
内
で
も
特
に
地
下
水
の
利
用
が
容
易
で
あ
っ
た
が
、
水
田
灌
概
に
利
用
す
る
ほ
ど
多
量
に
汲
み
上
げ
る
こ
と
は
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ

る
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
日
常
生
活
用
水
に
は
在
来
の
灌
頂
道
具
で
汲
み
上
げ
ら
れ
た
地
下
水
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
「
平
均
三
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
井
戸
一
個
あ
り
、
水
量
欠
乏
の
恐
れ
が
な
く
」
と
い
う
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
汲
み
上
げ
容
易
で
豊
富
な
地
下
水
の
存
在
は

電
動
ポ
ン
プ
導
入
の
前
提
条
件
と
な
っ
た
。

　
か
か
る
灌
概
条
件
下
に
お
い
て
米
糖
相
剋
の
状
況
も
や
や
特
殊
な
様
相
を
呈
す
こ
と
に
な
る
。
米
糖
相
剋
と
は
一
九
二
〇
年
代
以
後
の
蓬
莱

米
の
登
場
と
内
地
へ
の
米
移
出
の
増
加
に
よ
る
米
価
格
上
昇
に
と
も
な
い
、
製
糖
早
道
が
影
藤
（
稲
の
競
争
作
物
）
を
農
民
か
ら
買
い
取
る
際

の
価
格
を
引
上
げ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
、
植
民
地
期
最
大
の
経
済
問
題
を
指
す
。
と
こ
ろ
が
、
水
利
条
件
に
乏
し
い
北
斗
郡
で
は
農
民

が
甘
庶
作
か
ら
稲
作
へ
転
向
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
製
糖
会
社
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
米
価
格
の
上
昇
に
よ
り
農
民
が
爺
様
作
か
ら

稲
作
に
転
向
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に
、
甘
藤
買
取
価
格
の
引
下
げ
や
生
産
管
理
を
追
求
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
、
北
斗
郡
は
経

営
上
非
常
に
好
都
合
な
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
で
は
、
以
上
の
地
勢
を
背
景
と
し
て
い
か
な
る
社
会
的
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
最
も
重
要
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落
に
居
住
し
て
い
た
地
域
有
力
者
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
両
義
的
で
あ
っ
た
。
～
方
で
、
総
督
府

や
製
糖
会
社
と
地
域
住
民
の
問
で
仲
介
者
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
各
種
事
業
の
資
金
や
人
事
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
発
言
権
を
獲
得

し
、
優
先
的
に
利
権
を
得
て
い
た
。
し
か
し
他
方
で
、
住
民
に
対
し
て
指
導
及
び
調
整
的
役
割
を
果
た
し
、
各
村
落
や
庄
に
お
い
て
は
、
彼
ら

有
力
者
を
中
心
に
住
民
が
凝
集
す
る
形
で
自
治
が
行
わ
れ
て
い
た
。
農
業
経
営
の
方
面
で
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
人
物
は
特
に
「
篤
農

家
」
と
呼
ば
れ
、
農
業
合
理
化
へ
の
関
心
が
高
ま
る
第
一
世
界
大
戦
後
、
総
督
府
や
製
糖
会
社
に
よ
っ
て
称
揚
さ
れ
た
。

　
地
域
有
力
者
は
当
石
の
台
湾
で
は
広
く
存
在
し
た
が
、
北
斗
郡
の
特
徴
は
彼
ら
の
有
力
者
と
し
て
の
地
位
が
特
に
水
利
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
台
湾
で
は
、
地
域
の
灌
概
設
備
建
設
に
必
要
と
な
る
費
用
や
労
力
を
集
め
、
住
民
が
納
得
す
る
形
で
水
を
適
宜
分
配
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
に
あ
た
っ
て
、
名
望
を
備
え
た
地
域
有
力
者
の
役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
北
斗
郡
の
よ
う
に
水
利
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
は
か
か
る
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役
割
が
い
っ
そ
う
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
植
民
地
統
治
期
の
水
利
設
備
は
総
督
府
が
建
設
・
管
理
し
た
官
設
埠
馴
と
民
間
で
行
わ

れ
た
私
設
埠
馴
に
分
け
ら
れ
る
が
、
北
斗
郡
の
場
合
は
他
の
地
域
と
比
べ
て
郡
内
の
罵
言
面
積
全
体
に
占
め
る
私
設
六
切
の
割
合
が
と
り
わ
け

　
　
　
　
⑧

大
き
か
っ
た
。
そ
し
て
、
総
督
府
行
政
に
よ
る
介
入
の
程
度
が
低
い
私
設
埠
別
の
管
理
に
は
、
地
域
有
力
者
に
よ
る
周
旋
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
北
斗
郡
の
地
域
有
力
者
の
役
割
は
水
利
問
題
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、
甘
薦
作
の
奨
励
と
指
導
を
め
ぐ
る
役
割

も
小
さ
く
な
か
っ
た
。
北
斗
郡
で
は
稲
作
と
御
薦
作
と
の
競
争
関
係
は
他
の
地
域
と
比
べ
れ
ば
激
し
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
製
糖
会
社
は
稲

や
甘
藷
な
ど
他
の
作
物
を
植
え
て
い
た
農
民
に
対
し
て
、
甘
薦
生
産
量
を
増
や
す
た
め
に
甘
藤
作
を
奨
励
し
た
り
適
切
な
農
法
を
指
導
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
⑨

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
農
民
に
対
す
る
奨
励
や
指
導
は
製
糖
会
社
の
人
員
で
も
行
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
現
地
で
信
頼
さ
れ
て
い
る
有
力
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
そ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
製
糖
会
社
は
彼
ら
地
域
有
力
者
を
原
料
委
員
に
任
命
し
、

一
定
の
利
権
も
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
奨
励
や
指
導
へ
協
力
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
地
域
有
力
者
た
ち
は
住
民
に
対
し
て
確
固
た
る
地
位
を
必
ず
し
も
築
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
地
位
は
他
の
住
民

と
の
関
係
に
お
い
て
常
に
問
い
直
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
膚
力
者
と
し
て
地
域
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
に
は
住
民
か
ら
の
名
望
と
信
頼
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
に
は
名
望
と
信
頼
を
継
続
的
に
獲
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
住
民
の

要
望
に
適
宜
応
じ
て
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
、
仲
介
者
と
し
て
の
利
権
を
得
る
だ
け
で
要
望
に
応
じ
ら
れ
な
い
有
力
者
は
そ
の
地
位
を
低
下
さ

せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
人
物
に
そ
の
座
を
奪
わ
れ
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
北
斗
郡
に
お
け
る
地
域
有
力
者
の
地
位
が
盤
石
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
格
好
の
事
例
が
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
に
発
生
し
た
農
民
蜂
起
、

い
わ
ゆ
る
二
林
事
件
の
際
の
状
況
で
あ
る
。
蜂
起
は
直
接
に
は
叡
智
刈
り
取
り
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
が
、
甘
薦
の
買
取
価
格
や
計
量

方
法
、
肥
培
管
理
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ
以
前
か
ら
林
本
源
製
糖
と
二
林
の
蕨
作
農
民
の
間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
た
。
そ
し
て
当
初
、
両
者
の
問
を

取
り
持
っ
た
の
は
同
地
域
の
大
地
主
で
あ
っ
た
林
櫨
、
陳
建
上
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が
林
本
源
製
糖
と
の
交
渉
を
通
し
て
急
熱
農
民
側

の
要
求
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
～
部
の
農
民
は
問
題
の
解
決
を
二
宮
出
身
の
医
師
で
あ
る
李
五
爵
ら
蕪
農
組
合
の
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⑪

メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
期
待
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
地
勢
と
社
会
的
関
係
に
関
す
る
以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
製
糖
会
社
と
甘
藤
作
は
北
斗
郡
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
わ
け
だ
が
、
以
下
で
は
一
九
三
〇
年
前
後
の
両
者
の
状
況
に
つ
い
て
更
に
掘
り
下
げ
て
検
討
を
進
め
る
。

8　（412）

第
二
節
　
甘
蘇
買
取
価
格
の
引
下
げ
と
歩
留
の
追
求
　
　
塩
水
港
製
糖
と
明
治
製
糖
の
経
営

　
台
中
州
北
斗
郡
を
採
取
区
域
に
含
み
、
農
民
か
ら
買
い
取
っ
た
甘
薦
を
も
と
に
製
糖
事
業
を
営
ん
で
い
た
の
が
塩
水
港
製
糖
の
渓
州
工
場
と

明
治
製
糖
の
渓
湖
工
場
で
あ
る
。
塩
水
港
製
糖
は
一
九
〇
三
年
に
台
湾
人
資
本
家
に
よ
り
創
立
さ
れ
た
も
の
の
、
問
も
な
く
荒
井
泰
治
ら
日
本

人
資
本
家
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
、
台
南
州
を
起
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
製
糖
会
社
で
あ
っ
た
。
他
の
製
糖
会
社
と
同
様
に
、
総
督
府
に
よ
り

施
行
さ
れ
た
製
糖
場
取
締
規
則
（
一
九
〇
五
年
府
令
八
○
号
改
正
）
に
基
づ
く
採
取
区
域
制
度
に
支
え
ら
れ
、
区
域
内
に
お
け
る
甘
薦
の
独
占
的

買
取
権
を
有
し
て
製
糖
事
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
北
斗
郡
南
部
を
主
な
採
取
区
域
と
す
る
渓
州
製
糖
所
は
元
来
は
林
本
源
製
糖
に
よ
り
経
営
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
二
七
年
に
は
経
営
不
振
の
た
め
、
塩
水
港
製
糖
に
よ
り
買
収
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
明
治
製
糖
は
一
九
〇
六
年
に
創
立
さ

れ
二
代
目
社
長
の
相
馬
半
治
の
時
期
に
経
営
の
拡
大
が
行
わ
れ
た
。
三
菱
財
閥
と
の
関
係
が
深
く
、
大
B
本
製
糖
や
台
湾
製
糖
と
並
び
称
さ
れ

る
有
力
製
糖
会
社
で
あ
っ
た
。
北
斗
郡
北
部
を
採
取
区
域
に
含
む
渓
湖
工
場
は
当
初
、
事
顕
栄
の
大
和
製
糖
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
た
が
、

一
九
二
〇
年
に
は
明
治
製
糖
に
よ
っ
て
や
は
り
合
併
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
検
討
対
象
よ
り
や
や
後
の
資
料
に
な
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
末
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

北
斗
郡
内
に
お
い
て
、
塩
水
港
製
糖
渓
州
工
場
の
甘
藤
植
付
面
積
が
約
四
　
○
○
甲
、
明
治
製
糖
藩
王
工
場
が
約
三
五
〇
〇
甲
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
塩
水
港
製
糖
濃
州
工
場
と
明
治
製
糖
渓
湖
工
場
の
課
題
は
白
砂
生
産
費
の
節
約
で
あ
っ
た
。

世
界
的
に
砂
糖
の
消
費
量
が
頭
打
ち
に
な
り
不
景
気
も
継
続
す
る
中
で
、
島
内
の
多
く
の
製
糖
会
社
は
甘
藤
生
産
量
の
増
加
よ
り
も
生
産
の
合

理
化
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
両
工
場
が
特
に
追
求
し
た
の
が
甘
藤
買
取
価
格
の
抑
制
と
歩
留
の
向
上
で
あ
っ
た
。

　
豊
里
買
取
価
格
の
抑
制
と
は
、
製
糖
会
社
が
植
付
時
期
に
発
表
す
る
、
農
民
か
ら
潮
騒
を
買
い
取
る
際
の
価
格
を
引
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
塩
水
港
製
糖
渓
澗
工
場
と
明
治
製
糖
渓
湖
工
場
は
一
九
三
〇
－
一
九
三
一
年
期
に
前
期
と
比
べ
て
一
割
程
度
、
～
九
三
ニ
一
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

三
年
期
に
は
三
割
程
度
の
引
下
げ
を
行
な
っ
て
い
る
。
植
民
地
統
治
下
に
お
い
て
は
、
黒
作
農
家
は
割
当
て
ら
れ
た
採
取
区
域
の
製
糖
会
社
が

決
め
た
価
格
で
耳
掛
を
売
却
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
お
り
、
他
社
に
売
る
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
薦
作
農
家
の
生
計
に
買
取
価
格
の
引
下

げ
が
大
き
く
響
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
一
方
、
歩
留
向
上
の
追
求
と
は
要
す
る
に
、
単
位
あ
た
り
の
聖
母
原
料
か
ら
得
ら
れ
る
砂
糖
の
生
産
董
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
農

民
の
耕
作
に
対
し
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来
の
研
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
で
、
少
々
詳
し
く

考
察
し
て
お
く
。
甘
甘
の
歩
留
は
成
熟
す
る
に
し
た
が
っ
て
上
昇
す
る
が
、
台
湾
の
場
合
は
成
熟
期
は
一
般
に
＝
月
か
ら
五
月
頃
で
、
刈
り

取
り
も
そ
の
時
期
に
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
＝
月
の
時
点
で
は
ま
だ
歩
留
が
低
く
、
一
二
月
か
ら
徐
々
に
上
昇
し
、
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上

旬
に
絶
頂
に
達
し
、
四
月
中
旬
か
ら
徐
々
に
下
降
し
て
ゆ
く
。
ま
た
、
地
域
・
時
期
・
気
候
等
の
条
件
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。
季
節
風
の
影

響
を
受
け
や
す
い
海
岸
沿
い
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
し
ま
い
や
す
い
水
田
で
栽
培
さ
れ
た
甘
蕪
の
歩
留
は
概
ね
低
め
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代

に
な
る
と
、
植
え
ら
れ
て
い
る
状
態
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
歩
留
を
そ
の
場
で
簡
易
に
測
定
で
き
る
「
ハ
ン
ド
・
レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
」
（
ド
イ

ツ
、
ツ
ァ
イ
ス
社
製
）
が
台
湾
へ
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
台
湾
の
製
糖
会
社
は
歩
留
の
変
化
を
従
来
よ
り
も
精
密
に
把
握
し
、
歩
留
が
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

大
限
に
高
ま
る
よ
う
に
栽
培
方
法
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
的
な
甘
薦
生
産
を
目
指
し
た
。

　
塩
水
港
製
糖
は
島
内
の
製
糖
会
社
の
中
で
も
歩
留
の
向
上
に
対
し
て
特
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
同
社
は
一
九
二
七
年
頃
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て

経
営
危
機
に
陥
っ
て
以
後
、
井
上
準
之
助
や
池
田
成
彬
ら
日
本
内
地
の
財
界
有
力
者
の
仲
介
を
受
け
な
が
ら
経
営
再
建
を
進
め
る
状
況
に
あ
っ

⑮た
。
是
が
非
で
も
経
営
を
改
善
せ
ね
ば
な
ら
な
い
塩
水
港
製
糖
は
生
産
費
の
節
約
を
目
標
と
し
、
農
民
に
対
す
る
甘
庶
買
取
価
格
を
低
下
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
歩
留
の
向
上
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。
歩
留
の
向
上
に
向
け
た
企
業
努
力
は
株
主
に
よ
る
会
社
へ
の
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

価
回
復
に
も
直
結
し
て
い
た
。
北
斗
郡
に
位
置
す
る
渓
州
工
場
も
当
然
、
買
取
価
格
の
抑
制
と
同
時
に
歩
留
の
向
上
を
目
指
し
た
。
ハ
ン
ド
・

レ
フ
ラ
ク
ト
メ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
歩
留
が
高
ま
っ
た
畑
か
ら
順
番
に
刈
り
取
り
を
行
う
の
に
は
じ
ま
り
（
そ
れ
ま
で
は
墨
引
き
で
順
番
を
決
め
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⑰

て
い
た
）
、
歩
留
が
相
対
的
に
低
い
海
岸
部
へ
の
奨
励
金
の
削
除
や
植
付
制
限
、
や
は
り
歩
留
が
低
く
な
り
が
ち
な
水
田
甘
藤
栽
培
に
対
す
る

奨
励
金
の
減
額
に
至
る
ま
で
、
可
能
な
限
り
の
手
を
尽
く
し
て
い
た
と
雷
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
歩
留
向
上
を
目
的
と
し
た
こ
れ
ら
の
措
置
は
製
糖
会
社
に
よ
る
甘
蘇
生
産
へ
の
管
理
を
大
幅
に
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

そ
れ
に
よ
る
利
益
は
往
々
に
し
て
農
民
へ
十
分
に
分
配
さ
れ
ず
濫
作
農
家
の
経
営
に
損
失
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
農
民
の
間
か
ら

は
広
く
反
発
を
招
い
た
。
ま
た
、
甘
藤
作
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
台
湾
人
地
域
有
力
者
や
篤
農
家
か
ら
の
反
発
を
招
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
彼
ら
こ
そ
が
製
糖
会
社
と
農
民
の
問
に
立
っ
て
、
農
民
に
対
し
て
甘
薦
作
を
奨
励
・
指
導
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
製
糖
会
社
の

｝
方
的
な
方
針
は
地
域
内
に
お
け
る
彼
ら
の
立
場
を
難
し
く
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
は
、
電
動
ポ
ン
プ
が
普
及
し
は
じ
め
る
前
年
の
一
九
三
一
年
初
頭
に
渓
州
工
場
で
実
施
さ
れ
て
い
た
、
歩
留
向
上
を
目
的

と
す
る
甘
蕪
刈
り
取
り
の
時
期
や
順
番
の
調
整
に
つ
い
て
生
じ
た
問
題
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
塩
水
港
製
糖
農
務
部
長
の
黒
田
秀
博

は
、
そ
れ
が
「
採
取
区
域
駐
在
員
［
馨
台
湾
人
地
域
有
力
者
扁
本
位
を
改
め
て
、
製
糖
所
本
位
」
に
改
め
る
も
の
で
あ
り
、
「
全
採
取
に
対
す
る

製
糖
歩
留
の
高
低
表
を
作
成
し
、
厳
密
に
採
取
順
序
を
確
立
し
た
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
従
来
一
駐
在
区
域
か
ら
一
日

六
十
万
斤
の
原
料
を
搬
出
し
て
」
お
り
「
駐
在
員
と
し
て
は
一
日
六
十
万
斤
の
搬
出
を
二
倍
と
す
る
事
さ
へ
奏
上
」
す
る
と
こ
ろ
を
、
「
断
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

そ
の
四
倍
の
二
百
四
十
万
斤
方
針
を
強
請
す
る
偏
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
っ
と
の
こ
と
で
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
搬
出
」
と
い
う
と
何
で

も
な
い
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
こ
の
作
業
（
刈
取
調
製
と
も
呼
ば
れ
た
）
は
甘
庶
を
根
元
か
ら
刈
り
取
っ
て
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
各

節
に
生
え
て
い
る
葉
を
延
々
と
鎌
で
剥
が
し
続
け
た
上
で
最
後
に
運
び
出
す
、
と
い
う
単
調
で
か
つ
時
間
を
要
す
る
労
働
で
あ
っ
た
か
ら
、
従

来
、
地
元
の
農
民
か
ら
は
忌
避
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
女
性
労
働
者
（
お
そ
ら
く
西
隣
の
大
城
庄
や
沙
由
庄
な
ど
の
海
岸
部
か
ら
出
稼
ぎ
に
来
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
）
を
雇
い
入
れ
て
こ
の
労
働
に
従
事
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
九
二
〇
年
代
前
半
に
渓
州
工
場
で
農
務
部
長
を
務
め
て
い
た
天
野
蓮
夫
は
、

刈
取
調
製
で
蕪
作
農
家
の
農
民
を
単
純
労
働
者
の
よ
う
な
「
苦
力
と
し
て
苦
力
収
入
を
直
接
目
的
」
に
働
か
せ
る
こ
と
は
、
「
農
民
心
理
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

面
目
、
即
名
誉
心
を
害
す
る
こ
と
・
な
る
に
付
、
深
く
注
意
を
要
す
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
歩
留
向
上
が
目
指
さ
れ
一
日
あ
た
り
四
倍
の
搬
出
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量
を
要
求
さ
れ
れ
ば
、
農
家
は
賃
上
げ
等
の
形
で
よ
り
多
く
の
、
あ
る
い
は
よ
り
集
中
的
に
女
性
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
か
、
そ
れ
ま
で
忌
避

し
て
い
た
労
働
に
自
身
で
従
事
す
る
ほ
か
な
く
な
る
。
こ
の
事
態
が
農
民
た
ち
の
怒
り
を
買
わ
な
い
は
ず
は
な
く
、
黒
田
が
「
一
言
に
す
れ
ば

採
取
法
の
合
理
化
で
あ
る
が
之
を
決
行
す
る
に
は
、
綿
密
な
る
基
礎
的
調
査
の
う
え
に
自
信
を
持
っ
た
に
は
相
違
な
い
が
採
取
策
の
大
改
革
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
少
か
ら
ず
苦
心
を
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
従
業
員
に
し
て
も
、
警
手
の
如
く
に
考
へ
て
不
安
を
感
じ
た
模
様
で

あ
る
し
、
地
方
有
力
者
な
る
原
料
委
員
も
亦
同
様
の
感
を
深
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
製
糖
会
社
と
農
民
の
問
を
取
り
持

つ
地
域
有
力
者
や
篤
農
家
か
ら
も
強
い
反
発
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
恐
慌
下
で
生
じ
た
砂
糖
の
生
産
過
剰
に
対
応
し
て
多
く
の
製
糖
会
社
に
よ
り
追
求
さ
れ
た
生
産
費
の
節
減
は
、
甘
藍
買
取
価
格
の
抑
制
を
通

し
て
蕨
作
農
家
の
生
計
に
対
し
当
然
な
が
ら
大
き
な
損
失
を
与
え
る
～
方
で
、
歩
留
向
上
を
目
的
と
し
て
生
産
に
浸
透
し
た
管
理
も
ま
た
農
家

の
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
製
糖
会
社
に
対
す
る
農
家
の
反
発
は
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
二

年
初
頭
の
霜
害
に
お
い
て
か
か
る
状
況
は
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
　
【
九
三
二
年
初
頭
の
霜
害
を
め
ぐ
る
紛
糾

　
一
九
三
二
年
一
月
上
旬
に
台
中
州
・
台
南
州
の
準
海
岸
地
帯
の
畑
地
を
襲
っ
た
降
霜
は
甘
薦
や
甘
藷
を
中
心
と
し
た
農
作
物
に
未
曾
有
の
損

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
特
に
北
斗
郡
西
部
で
は
惨
状
を
極
め
た
。
台
湾
日
日
新
報
は
そ
の
様
相
を
「
三
日
朝
及
四
日
朝
の
霜
害
は
近
年
稀
有
の

も
の
で
台
中
州
下
の
内
、
最
も
甚
だ
し
い
の
は
北
斗
郡
下
草
湖
、
旧
観
甲
、
二
林
、
部
落
、
万
合
、
塗
子
喬
、
大
言
、
沙
北
等
の
明
雪
渓
湖
工

場
の
採
取
区
域
に
し
て
、
被
害
高
原
料
約
一
億
斤
に
及
び
前
記
地
方
は
見
渡
す
限
り
の
蕪
園
枯
死
し
て
灰
色
と
な
り
、
惨
憺
た
る
光
景
を
呈
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

て
る
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

　
甘
甘
畑
の
霜
害
に
よ
り
明
治
製
糖
渓
湖
工
場
と
塩
水
港
製
糖
渓
州
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
〇
七
％
、
一
一
丁
九
三
％
も
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
地
域
の
何
れ
の
工
場
で
も
多
く
て
一
〇
％
程
度
の
減
収
に
留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
斗
郡
の
被
害
が
如
何
に
突
出
し
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表1　塩水港製糖渓州工場の製糖開始期

各　年　期　　　　　　　製糖開始日

1927－1928年期 ！賜21日

1928－1929年置 12月25日

1929－1930年期 12月1日

1930－1931年期 12月25日

ユ931－1932年期 1月15霞

出所：台湾臼日瓢報（1927－1932年）の報道

　　　より作成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

て
い
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
換
金
作
物
の
甘
蕪
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
中
心
的
な
食
用
作
物
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

た
る
甘
藷
が
大
き
な
被
害
を
蒙
っ
た
こ
と
も
北
斗
郡
の
農
民
に
と
っ
て
打
撃
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
霜
害
が
単
な
る
天
災
で
は
な
く
、
多
分
に
人
災
的

側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
霜
害
が
北
斗
郡
の
甘
蕪
作
に
直
撃
し
た
最
も
大
き
な
要

因
は
、
塩
水
港
製
糖
と
明
治
製
糖
が
今
期
に
限
っ
て
甘
薦
の
刈
り
取
り
を
大
幅
に
遅
延
さ
せ
た
こ
と
に
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
塩
水
港
製
糖
信
州
工
場
は
例
年
徐
々
に
製
糖
開
始
日
を
遅
ら
せ
て
い
た
が
（
表

　
⑳一

）
、
今
期
は
島
内
の
製
糖
工
場
の
中
で
も
最
も
遅
い
一
月
一
五
日
か
ら
圧
搾
を
開
始
し
た
た
め
、
甘
蕪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
全
く
刈
り
取
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
　
月
三
日
・
四
日
の
降
霜
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
製
糖
会
社
が
甘
薦
の
刈
り
取
り
と
圧
搾
を
遅
ら
せ
た
背
景
に
は
、
実
は
歩
留
の
問
題
が
あ
っ
た
。
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
＝
月
・
一
二
月
時
点
で
の
甘
薦
の
歩
留
は
低
く
、
歩
留
の
向
上
を
追
求
す
る
な
ら
ば

12　（416）

一
月
以
降
ま
で
刈
り
取
り
を
遅
ら
せ
て
期
間
を
集
中
さ
せ
て
圧
搾
す
る
方
が
得
策
で
あ
る
。
製
糖
作
業
期
間
の
短
縮
は
燃
料
費
の
節
約
や
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

効
率
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
想
定
さ
れ
て
も
い
た
。
ま
た
、
塩
水
港
製
糖
の
場
合
は
甘
薦
を
刈
り
取
る
た
め
の
労
働
者
や
運
送
す
る
た
め
の
牛

車
を
、
早
期
に
圧
搾
を
開
始
し
て
い
た
濁
水
漢
対
岸
の
大
日
本
製
糖
の
工
場
に
貸
し
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
、
霜
害
に
対
す
る
対
応
の

　
　
　
　
　
　
　
⑳

遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
。
平
常
時
な
ら
歩
留
向
上
に
よ
り
増
収
を
も
た
ら
す
は
ず
の
塩
水
港
製
糖
の
計
算
つ
く
の
方
策
が
、
一
九
三
二
年
初
頭
に

限
っ
て
仇
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
未
曾
有
の
霜
害
を
蒙
っ
た
甘
薦
は
歩
留
が
低
落
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
霜
害
を
め
ぐ
っ
て
北
斗
郡
で
紛
糾
が
生
じ
た
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
霜
害
に
対
す
る
明
治
製
糖
と
塩
水
港
製
糖
の
不
誠
実
な
対
応
に
あ
っ
た
。

塩
水
港
製
糖
は
霜
害
が
発
覚
し
た
当
初
、
買
取
価
格
二
割
減
、
割
増
金
の
放
棄
を
農
民
に
強
要
し
た
が
、
後
に
歩
留
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
刈
り
取
り
を
中
止
し
た
。
そ
し
て
一
月
一
五
日
に
至
り
、
歩
留
一
一
一
％
以
下
の
甘
蕪
に
つ
い
て
は
買
い
取
り
を
放
棄
し
、
僅
か

な
見
舞
金
の
み
渡
す
こ
と
を
改
め
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
憤
っ
た
農
民
が
警
察
の
監
視
の
中
、
渓
州
工
場
に
大
挙
し
て
押
し
か
け
る
と
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い
う
事
態
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
栢
変
わ
ら
ず
危
機
的
な
経
営
状
態
に
あ
り
、
援
助
を
受
け
て
い
る
横
浜
正
金
銀
行
や
台
湾
銀
行
に
生
産
費
削

減
へ
向
け
て
努
力
し
て
い
る
様
子
を
印
象
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
塩
水
港
製
糖
は
、
見
舞
金
や
買
取
価
格
の
増
額
な
ど
の
対
応
を
と
ら
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
た
め
、
農
民
の
憤
愚
が
お
さ
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
明
治
製
糖
も
歩
留
一
二
％
以
下
の
鼠
壁
に
つ
い
て
買
い
取
り
を
拒
否
し
、
結
果
的
に
は
霜
害
を
受
け
た
甘
煮
の
二
〇
％
弱
に
あ
た
る

二
五
〇
甲
分
、
三
一
〇
〇
万
難
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
買
取
価
格
に
つ
い
て
は
元
来
の
規
程
通
り
の
価
格
が
認
め
ら
れ
、
一

定
の
見
舞
金
も
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
一
月
半
ば
に
は
製
糖
会
社
と
農
民
の
問
の
交
渉
は
何
と
か
解
決
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
明

治
製
糖
に
し
て
も
霜
審
を
受
け
た
農
民
に
対
し
て
誠
意
の
あ
る
態
度
を
と
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
歩
留
が
低
い
甘
藤
の
買
い
取
り
を
拒

否
す
る
こ
と
は
農
民
の
生
計
に
対
し
て
当
然
、
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
明
治
製
糖
も
他
の
製
糖
会
社
と
岡
様
に
総
督
府
の
採
取

区
域
制
度
を
も
と
に
地
域
内
市
場
独
占
を
実
現
し
て
お
り
、
薦
作
農
家
が
他
社
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
を
恐
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、

そ
の
よ
う
な
対
応
は
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
総
督
府
が
こ
の
対
立
に
つ
い
て
実
質
的
に
傍
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
も
見
逃
せ
な
い
。
殖
産
局
特
産
課
や
台
中
州
勧
業
課
で
は

霜
害
の
報
を
受
け
る
や
直
ち
に
技
師
を
派
遣
し
て
各
地
の
被
害
状
況
を
確
認
し
、
ま
た
北
斗
郡
当
局
で
は
会
社
や
農
民
と
繰
り
返
し
面
会
・
交

渉
し
、
事
態
の
沈
静
化
に
努
め
た
。
し
か
し
、
い
ざ
買
取
価
格
や
見
舞
金
を
め
ぐ
っ
て
製
糖
会
社
と
農
民
の
間
で
対
立
が
生
じ
る
と
、
総
督
府

に
よ
る
そ
の
調
停
は
ほ
と
ん
ど
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
農
民
の
陳
情
を
受
け
て
、
し
ま
い
に
は
北
斗
郡
守
・
松
尾
繁
治
ま
で
が
出
動
し

て
製
糖
会
社
に
対
し
て
譲
歩
を
迫
っ
た
が
、
製
糖
会
社
は
地
方
官
僚
な
ど
眼
中
に
は
な
く
、
松
尾
も
早
々
に
手
を
引
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
松
尾
は
「
会
社
は
ど
ち
ら
か
と
云
ふ
と
大
資
本
家
だ
し
、
今
後
も
引
続
き
製
糖
業
を
営
む
か
ら
、
結
局
又
彼
等
農
民
の
植
付
を
仰
ぐ

べ
く
、
今
後
も
あ
る
こ
と
を
考
へ
て
、
此
際
利
益
云
々
と
云
は
ず
に
、
涙
金
と
し
て
も
っ
と
余
計
に
出
し
て
も
よ
か
り
さ
う
だ
が
、
ま
あ
或
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

度
迄
の
纏
ま
り
が
付
い
て
よ
か
っ
た
」
と
寒
い
残
し
て
い
る
。
結
局
、
総
督
府
側
の
対
応
と
し
て
見
る
べ
き
は
被
害
を
蒙
っ
た
農
民
に
対
す
る

税
金
の
若
干
の
軽
減
に
と
ど
ま
り
、
製
糖
会
社
側
に
よ
る
農
民
へ
の
譲
歩
を
引
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

13　（417）



　
そ
の
不
条
理
な
状
況
は
、
元
来
、
製
糖
会
社
と
無
作
農
民
の
問
で
両
者
の
交
渉
役
を
務
め
て
い
た
二
林
の
台
湾
人
地
域
有
力
者
た
ち
が
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

督
府
に
対
し
て
激
し
い
抗
議
の
意
思
表
示
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
却
下
さ
れ
る
こ
と
を
承
知
で
、
製
糖
会
社
に
よ
る

搾
取
の
核
心
と
な
っ
て
い
た
採
取
区
域
制
度
の
撤
廃
を
第
一
六
回
全
島
実
業
大
会
（
一
九
三
二
年
四
月
）
に
提
起
し
た
の
で
あ
る
（
大
会
で
は
も

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
う
ん
一
蹴
さ
れ
た
）
。

　
電
動
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
る
～
九
三
二
年
の
北
斗
郡
は
ま
さ
に
未
曾
有
の
緊
張
状
況
に
あ
っ
た
。
恐
慌
下
に
お
け
る
玉
虫
買
取
価
格

の
低
下
と
生
産
管
理
の
強
化
に
よ
っ
て
製
糖
会
社
と
地
主
・
農
民
の
間
の
亀
裂
は
深
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
が
、
霜
害
に
よ
り
対
立
は
頂
点
に
達

し
た
の
で
あ
る
。
畑
を
水
田
に
変
え
、
境
栽
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
を
可
能
に
す
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
と
い
う
選
択
肢
は
、
情
勢
を
変
え
る
可

能
性
を
秘
め
た
～
手
段
と
し
て
、
地
主
た
ち
の
眼
前
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
「
戸
数
及
人
膚
（
市
種
別
）
」
、
台
中
州
編
『
台
中
州
統
計
書
昭
和
七
年
睡
一
　
　
る
を
以
て
耕
作
し
て
も
収
益
少
な
く
従
て
、
農
民
等
は
此
の
蕨
作
に
対
し
深
く
恐

　
　
九
三
四
年
。
「
市
辞
別
農
業
戸
口
」
（
罰
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
怖
の
念
を
抱
」
く
状
況
に
あ
っ
た
、
と
こ
林
庄
長
の
林
櫨
と
大
城
庄
長
の
呉
万
益

　
②
「
甲
」
は
台
湾
で
使
用
さ
れ
る
面
積
の
単
位
で
、
一
甲
は
約
○
・
九
七
ヘ
ク
　

は
記
し
て
い
る
。
泉
風
浪
『
台
湾
の
民
族
運
動
徳
泉
政
吉
、
一
九
二
八
年
。

　
　
タ
ー
ル
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
佐
藤
吉
治
郎
『
台
湾
糖
業
全
誌
　
台
湾
新
聞
社
、
一
九
二
六
年
、
研
究
篇
二
八
頁
。

　
③
「
稲
作
付
面
積
」
、
前
掲
台
中
州
編
『
台
中
州
統
計
書
昭
和
七
年
蝕
。
「
主
要
　
⑪
台
湾
鵡
川
簾
農
事
件
文
化
協
会
『
殖
民
地
練
墨
畷
－
二
捨
鞭
農
事
件
i
㎞

　
　
農
産
物
作
付
」
（
同
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彰
化
県
文
化
局
、
工
○
〇
七
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
北
帝
国
　
　
　
　
⑫
　
　
『
台
中
州
甘
蕪
競
作
会
特
輯
号
睡
第
五
二
号
（
一
九
三
八
年
八
月
）
。

④
後
藤
定
利
『
濁
水
渓
沿
岸
人
墜
坑
外
四
温
洲
ノ
穂
水
分
配
二
就
テ
㎞

　
大
学
理
農
学
部
農
学
科
卒
業
論
文
。

⑤
心
素
粉
『
北
斗
郷
土
調
査
臨
彰
化
県
文
化
局
、
二
〇
〇
三
年
（
復
刻
V
。

⑥
噸
台
湾
新
民
報
隔
一
九
壽
葎
五
月
一
日
目

⑦
黄
富
三
㎎
台
湾
水
田
化
運
動
先
駆
i
施
世
榜
家
族
史
一
』
国
史
館
台
湾
文

　
献
館
、
二
〇
〇
六
年
。

⑧
山
下
差
文
「
台
中
州
に
於
け
る
無
認
可
稗
墳
整
理
と
水
利
統
制
強
化
の
全
貌
」

　
『
台
中
州
水
利
協
会
報
㎞
第
一
巻
第
二
号
（
～
九
三
八
年
六
月
）
。

⑨
一
九
一
〇
年
代
の
北
斗
郡
司
剛
建
は
「
会
社
と
耕
作
週
間
と
の
意
思
疎
通
せ
ざ

⑬
塊
水
港
製
糖
渓
州
工
場
と
明
治
製
糖
渓
湖
工
場
は
、
隣
接
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
採

　
取
区
域
の
農
民
に
不
公
平
な
印
象
を
与
え
な
い
た
め
に
ほ
ぼ
同
一
の
買
取
価
格
を

　
設
定
し
て
い
た
。
杉
野
自
助
隅
台
湾
糖
業
年
鑑
　
昭
和
五
年
魔
睡
台
湾
通
信
社
、

　
一
九
三
〇
年
。
噸
台
湾
日
日
新
報
無
　
一
九
三
一
年
七
月
一
工
日
。

⑭
　
前
掲
杉
野
嘉
助
『
台
湾
糖
業
年
鑑
　
昭
和
五
年
版
』
、
二
八
－
～
工
三
頁
。

⑮
噸
井
上
準
之
助
伝
』
井
上
準
之
助
論
叢
編
纂
会
、
一
九
三
五
年
、
三
五
丁
三

　
五
三
頁
。

⑯
『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
二
年
一
月
コ
ニ
日
。
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⑰
季
節
風
の
影
響
を
強
く
受
け
る
台
湾
中
西
部
の
海
岸
部
は
概
し
て
歩
留
が
低
か

　
つ
た
。

⑬
黒
田
秀
博
「
原
料
採
取
の
合
理
化
に
就
て
」
㎎
糖
業
』
第
一
八
巻
第
五
号
（
一

　
九
三
一
年
五
月
）
。

⑲
台
湾
総
督
府
殖
産
局
農
務
課
解
熱
要
農
産
物
経
済
調
査
其
ノ
＝
漏
（
農
業
基

　
本
調
査
書
第
二
二
、
一
九
二
九
年
）
。

⑳
〉
天
野
蓮
夫
「
農
家
経
済
に
就
て
の
所
感
」
（
台
中
州
農
会
㎎
農
業
経
営
研
究
会

　
報
面
第
＝
二
号
2
九
三
二
年
三
月
）
。

⑳
『
台
湾
臼
蓋
新
報
瞼
一
九
三
二
年
一
月
；
百
。

⑫
　
鈴
木
正
男
「
台
湾
藤
曜
に
於
け
る
霜
害
に
就
い
て
偏
『
熱
帯
農
学
会
誌
』
第
六

　
巻
第
二
号
（
一
九
三
四
年
六
月
）
。

⑳
）
台
湾
総
督
府
殖
産
局
口
台
湾
農
家
食
糧
消
費
調
査
㎞
（
農
業
基
本
調
査
書
第
三
、

　
一
九
二
二
年
）
。

⑳
　
一
九
二
八
－
一
九
二
九
年
期
は
元
来
も
っ
と
早
く
開
始
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

　
が
機
械
増
設
に
手
間
取
っ
た
た
め
一
二
月
下
旬
の
開
始
と
な
っ
た
。
閣
台
湾
日
日

　
新
報
㎞
一
九
二
八
年
一
二
月
二
七
日
。

㊧
　
　
『
台
湾
日
日
新
報
㎞
　
一
九
三
工
年
　
月
二
〇
B
。

⑯
　
　
『
台
湾
茶
B
新
報
臨
　
　
九
三
　
年
～
～
月
　
九
日
。

⑳
　
　
『
台
湾
日
日
新
報
』
　
一
九
三
二
年
二
月
＝
二
日
置

⑱
　
　
『
台
南
新
報
挽
　
一
九
三
二
年
二
月
七
日
。

⑳
『
台
湾
新
民
報
匝
一
九
三
二
年
二
月
六
日
。

⑳
　
　
『
ム
ロ
湾
民
朝
諏
』
　
【
九
一
二
二
年
二
月
山
ハ
日
。

⑳
　
大
会
に
は
二
林
実
業
協
会
を
代
表
し
て
蟹
騙
の
地
域
有
力
者
が
参
加
し
た
が
、

　
そ
の
う
ち
陳
建
上
と
洪
福
は
二
林
庄
の
大
地
主
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
明
治
製

　
糖
の
原
料
委
員
を
務
め
て
い
た
。

⑳
　
全
島
実
業
大
会
の
前
露
に
あ
ら
か
じ
め
開
か
れ
る
代
表
委
員
会
で
は
、
ま
ず
台

　
北
商
工
会
の
永
井
徳
日
か
ら
、
総
督
府
の
採
取
区
域
制
度
こ
そ
が
製
糖
会
社
の
発

　
展
を
支
え
て
き
た
た
め
、
撤
廃
さ
れ
た
ら
「
糖
業
界
ハ
自
減
ノ
域
二
達
ス
ル
ノ
デ

　
ア
リ
マ
ス
」
と
の
批
判
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
高
雄
商
工
会
の
中
村
一
造
に
よ
っ

　
て
、
「
本
案
二
対
シ
マ
シ
テ
否
決
ニ
ス
ル
ト
云
フ
事
ハ
実
業
大
会
ト
シ
テ
モ
余
り
面

　
白
ク
ナ
イ
事
デ
ア
リ
、
提
案
者
ノ
説
明
ノ
農
民
モ
圧
迫
ト
カ
製
糖
会
社
ノ
搾
取
ト

　
カ
云
フ
様
ナ
事
モ
余
り
穏
当
デ
ナ
イ
様
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
寧
ロ
提
案
者
二
於
而

　
気
持
ヨ
ク
撤
國
サ
レ
タ
ラ
如
侮
カ
ト
考
ヘ
マ
ス
」
と
い
う
発
脅
が
あ
り
、
し
ま
い

　
に
は
議
長
の
小
西
国
平
（
嘉
義
商
工
会
）
ま
で
も
が
撤
回
を
迫
っ
た
。
そ
の
結
果
、

　
二
林
実
業
協
会
は
提
案
を
自
ら
撤
國
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
嘉
義
商
工
会
、
慕
義

　
醐
間
業
協
ム
置
『
第
一
面
目
㎜
H
全
島
実
業
大
ム
瓜
記
録
㎞
　
一
九
霊
＝
π
＋
八
月
、
　
｝
血
四
－
五
五
頁
。

第
二
章
　
電
動
ポ
ン
プ
の
普
及
過
程
・
揚
水
能
力
・
経
済
的
負
担

　
本
章
で
は
、
前
章
で
論
じ
た
経
緯
の
も
と
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
電
動
ポ
ン
プ
と
い
う
農
業
機
械
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
ま
ず
台

湾
島
内
で
普
及
し
た
電
動
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
そ
の
普
及
過
程
を
概
観
し
、
続
い
て
台
湾
電
力
に
よ
る
ポ
ン
プ
利
用
勧
誘
事
業
に
つ
い
て
論
じ
る
。

そ
の
上
で
島
内
で
よ
り
早
期
か
ら
導
入
が
見
ら
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
触
れ
、
さ
ら
に
電
動
ポ
ン
プ
の
揚
水
能
力
と
導
入
運
用
コ

ス
ト
を
分
析
し
、
そ
の
導
入
が
台
湾
人
地
主
た
ち
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
経
済
的
負
担
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
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機
械
式
の
ポ
ン
プ
が
台
湾
で
い
っ
か
ら
利
用
さ
れ
は
じ
め
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
日
本
内
地
で
は
明
治
初
期
に
は
欧
米
か
ら
導
入
さ
れ
は

じ
め
て
お
り
、
台
湾
で
も
植
民
地
化
さ
れ
る
と
と
も
に
主
要
都
市
の
消
防
用
や
水
道
施
設
へ
と
導
入
さ
れ
た
の
が
草
分
け
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
後
、
一
九
一
〇
年
代
に
は
灌
概
用
と
し
て
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
利
用
さ
れ
は
じ
め
た
。
機
械
式
ポ
ン
プ
は
電
動
機
を
機
関
と
す
る

も
の
と
内
燃
機
関
に
よ
る
も
の
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
本
稿
の
主
役
と
な
る
電
動
ポ
ン
プ
が
灌
概
を
目
的
と
し
て
島

内
で
普
及
し
て
い
く
過
程
を
、
植
民
地
統
治
下
で
電
気
事
業
を
実
質
的
に
独
占
し
て
い
た
半
官
半
民
の
電
力
会
社
・
台
湾
電
力
の
営
業
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
ら
辿
る
こ
と
に
す
る
（
表
二
）
。

　
灌
概
を
目
的
と
す
る
電
動
ポ
ン
プ
の
普
及
は
当
初
、
緩
慢
に
進
展
し
、
一
九
二
〇
年
に
よ
う
や
く
導
入
台
数
（
σ
）
が
二
桁
（
一
〇
台
）
に
達

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
微
増
し
、
～
九
三
〇
年
に
は
二
五
台
を
超
え
る
に
至
る
。
一
九
三
月
半
下
半
期
に
ポ
ン
プ
の
電
動

機
馬
力
数
の
合
計
値
（
。
）
が
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
急
激
に
増
加
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
月
潭
水
力
発
電
所
建
設
の
た
め
の
大
型
ポ

ン
プ
の
契
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
に
導
入
さ
れ
た
電
動
ポ
ン
プ
の
大
部
分
は
個
人
で
は
な
く
製
糖
会

社
や
水
利
組
合
・
農
会
な
ど
の
組
織
体
に
よ
り
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
電
動
機
一
台
あ
た
り
の
平
均
馬
力
数
（
o
＼
ぴ
）
は
、
一
九
二

〇
年
代
の
時
点
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
後
と
比
べ
る
と
か
な
り
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
（
図
一
）
。

　
契
約
台
数
の
微
増
傾
向
に
大
き
な
転
換
が
生
じ
る
の
は
一
九
三
二
年
上
半
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
～
九
三
一
年
下
半
期
の
契
約
台
数
は
二
六

台
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
上
半
期
に
一
気
に
一
五
台
増
加
し
て
四
一
台
に
至
る
。
こ
の
増
加
傾
向
は
、
営
業
報
告
書
に
灌
重
用
ポ
ン
プ
の

契
約
状
況
が
記
載
さ
れ
た
最
後
の
営
業
期
で
あ
る
一
九
三
四
年
上
半
期
に
、
一
四
二
台
へ
達
す
る
ま
で
継
続
し
た
。
い
っ
ぽ
う
電
動
機
の
馬
力

数
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
急
増
期
に
は
一
台
あ
た
り
の
平
均
馬
力
数
が
顕
著
な
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
と
比
べ
て
馬
力
の
低
い

ポ
ン
プ
が
多
数
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
組
織
で
は
な
く
個
人
に
よ
る
導
入
が
急
増
の
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。



　
こ
の
一
九
＝
一
二
年
以
後
の
急
増
の
最
大
の
要
因
こ
そ
、
本
稿
が
検
討
対
象
と
す
る
台
中
州
北
斗
郡
の
篤
農
家
た
ち
に
よ
る
相
次
ぐ
導
入
で
あ

っ
た
。
一
九
三
二
年
上
半
期
に
増
加
し
た
　
五
台
の
う
ち
の
七
台
は
北
斗
郡
の
地
主
た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
　
九
三
二
年
下
半
期
に
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

体
で
一
九
台
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
七
台
は
や
は
り
彼
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
ポ
ン
プ
導
入
の
具
体
桐
に
つ
い
て
は
次
章
で

詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
電
動
ポ
ン
プ
が
島
内
で
普
及
し
は
じ
め
る
中
で
、
北
斗
郡
の
地
主
に
よ
る
導
入
が
非
常
に
大
き
な

割
合
を
占
め
た
こ
と
の
み
触
れ
て
お
く
。

　
さ
て
、
こ
の
一
九
三
二
年
以
降
の
急
増
に
つ
い
て
販
売
者
側
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
台
湾
電
力
業
務
部
の
勧
誘
班
で
あ
っ
た
。
台

湾
電
力
は
同
時
期
に
日
月
潭
で
電
源
開
発
を
進
め
て
い
た
が
、
生
産
さ
れ
る
大
量
の
電
気
の
消
化
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
目
処
が
つ
い
て
い
な
か

日本統治期台湾における篤雌家と電動ポンプ灌概（都留）

表2　灌概用電動ポンプの普及状況（台湾電力供

　　　給区域〉

年　期 戸数a 台数b
電動機馬
ﾍ数合計

@C
c／b

1919下 5 9 479 53．2

1920上 6 10 494 49．4

1920下 6 10 494 49．4

1921上 6 10 435 43．5

1921下 6 10 435 43．5

1922上 6 10 435 43．5

1922下 6 11 460 41．8

1923上 8 14 466 33．3

1923下 8 14 466 33．3

ユ924上 12 18 479 26．6

1924下 14 20 485 24．3

1925上 14 20 489 24．5

1925下 15 20 440 22．0

1926上 15 17 395 23．2

1926下 19 22 471 21．4

1927上 21 24 465 19．4

1927下 19 23 453 19．7

1928上 17 21 458 21．8

1928下 ！8 22 480 21．8

1929上 17 20 457 22．9

1929下 ｝ 一 一 一

1930上 18 22 465 21．1

1930下 22 28 794 28．3

1931上 22 26 783 30．1

1931下 22 26 664 25．5

1932上 32 41 788 19．2

1932下 49 60 902 15．0

1933上 89 103 1227 ll．9

1933下 114 127 1534 12．0

1934上 124 142 1555 11．o

出所：台湾電力株式会社の営業報告書（離塁）より作成。
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一
九
包
子
年
上

　
一
九
二
一
年
下

　
一
九
二
一
年
上

　
　
九
二
〇
年
下

　
一
九
二
〇
年
上

　
一
九
一
九
年
下

0

図！　灌三障ポンプに設備された電動機一台あたりの平均馬力数（c／b）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
た
た
め
、
新
た
な
電
気
需
要
の
創
出
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
。
当
初
は
各
都
市

に
設
置
さ
れ
た
営
業
所
に
よ
り
主
に
電
灯
利
用
の
勧
誘
が
行
わ
れ
た
が
、
十
分
な

需
要
創
出
、
事
業
収
入
の
増
加
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
社
業
務
部
の
直
属

組
織
と
し
て
～
九
三
〇
年
八
月
に
新
設
さ
れ
た
の
が
勧
誘
班
（
後
に
勧
誘
係
、
勧
誘

課
へ
と
昇
格
）
で
、
勧
誘
班
は
需
要
創
出
策
の
一
環
と
し
て
、
電
動
ポ
ン
プ
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

用
勧
誘
に
も
力
を
注
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
利
用
勧
誘
の
対
象
と
な
っ

た
ポ
ン
プ
は
、
酉
島
製
作
所
や
荏
原
製
作
所
な
ど
内
地
の
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
生

産
さ
れ
、
杉
山
商
店
・
浅
沼
商
会
・
共
栄
商
会
等
の
商
社
に
よ
っ
て
台
湾
へ
移
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
台
湾
電
力
は
そ
れ
ら
を
買
い
上
げ
て
更
に
販
売
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
勧
誘
班
の
内
部
で
電
動
ポ
ン
プ
の
利
用
勧
誘
に
つ
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ

た
の
が
、
勧
誘
班
唯
一
の
台
湾
人
幹
部
・
朱
江
涯
で
あ
る
。
朱
は
台
湾
人
留
学
生

の
多
く
が
大
学
の
学
部
よ
り
私
立
大
学
の
専
門
部
へ
進
学
し
、
し
か
も
法
律
や
医

　
　
　
　
　
⑤

学
を
志
す
中
で
、
珍
し
く
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
の
学
歴
を
有
し

て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
ま
れ
な
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
技
師
で
あ
っ
た
。
朱

の
回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
電
気
利
用
勧
誘
の
為
に
彰
化
を
訪
れ
た
際
に
、
北
斗
郡
周

辺
が
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
て
二

林
の
付
近
で
利
用
可
能
な
地
下
水
の
有
無
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
一
ヶ
月
後
に
は

発
見
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
直
ち
に
地
元
で
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
地
下
水
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⑥

を
汲
み
上
げ
て
灌
塗
す
る
よ
う
勧
誘
し
た
と
こ
ろ
大
成
功
を
収
め
た
、
と
い
う
。
電
動
ポ
ン
プ
が
台
湾
人
地
主
の
間
で
導
入
さ
れ
始
め
た
背
景

に
は
、
電
気
工
学
と
い
う
高
度
な
知
識
に
精
通
し
て
い
る
と
岡
時
に
閾
南
語
で
農
家
へ
販
売
勧
誘
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
、
朱
江
准
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
勧
誘
班
は
各
地
の
営
業
所
が
小
口
（
主
に
電
灯
）
の
需
用
者
を
勧
誘
の
対
象
と
し
た
の
と
は
異
な
り
大
口
の
電
気
需
用
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

勧
誘
を
任
務
と
し
て
お
り
、
電
動
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
も
当
初
の
勧
誘
対
象
は
製
糖
会
社
・
水
利
組
合
・
産
業
組
合
と
い
っ
た
組
織
体
で
あ
っ
た
。

前
述
の
通
り
一
九
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
個
人
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
然
の
方
針
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
一
九
三
二
年
以
降
の
個
人
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
増
加
の
背
景
に
、
朱
が
回
顧
す
る
よ
う
な
勧
誘
班
に
よ

る
積
極
的
な
利
用
勧
誘
以
外
の
、
よ
り
重
要
な
要
因
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日本統治期台湾における篤農家と電動ポンプ灌概（都留）

第
二
節
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
と
の
競
合

　
電
動
機
を
原
動
機
と
す
る
電
動
ポ
ン
プ
は
当
時
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
原
動
機
と
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
と
競
合
関
係
に
あ
っ
た
。
灌
概

設
備
導
入
を
望
む
同
時
期
の
台
湾
の
農
家
に
と
っ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
も
ま
た
有
力
な
選
択
肢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
島
内
に

お
け
る
競
合
関
係
の
具
体
相
を
検
討
し
た
上
で
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
台
申
州
北
斗
郡
に
お
い
て
、
な
ぜ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
で
は
な
く
電

動
ポ
ン
プ
が
主
に
導
入
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
台
湾
で
は
灌
概
用
だ
け
で
な
く
揚
水
・
水
道
な
ど
も
含
め
た
水
利
施
設
に
利
用
す
る
原
動
機
と
し
て
は
、
燃
料
を
利
用
し
た
発
動
機
が
電
動

機
よ
り
早
く
か
ら
広
範
に
利
用
さ
れ
た
。
世
界
的
に
電
動
機
が
実
用
に
初
め
て
供
さ
れ
た
の
は
一
九
世
紀
末
の
こ
と
で
発
動
機
の
普
及
と
比
べ

て
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
に
加
え
、
電
動
機
が
相
応
す
る
発
送
電
設
備
を
必
要
と
し
た
の
に
対
し
、
発
動
機
の
場
合
に
は
燃
料
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ

に
稼
働
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
水
利
施
設
に
お
け
る
発
動
機
優
位
（
即
ち
電
動
機
劣
位
）
の
状
況
は
一
九
二
〇
年
代
に
至
っ
て
も
継
続
し
て
お
り
、

一
九
二
九
年
に
島
内
で
水
道
・
灌
瀧
・
揚
水
に
必
要
と
す
る
原
動
力
一
一
〇
〇
〇
馬
力
の
う
ち
電
動
力
は
四
〇
〇
〇
馬
力
程
度
を
占
め
る
に
過
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⑧

ぎ
な
か
っ
た
。

　
特
に
本
稿
と
関
連
す
る
灌
概
用
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
み
て
も
、
や
は
り
発
動
機
（
特
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
）
を
利
用
し
た
ポ
ン
プ
が
電
動
ポ
ン
プ

よ
り
も
早
く
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
は
主
に
水
利
組
合
や
製
糖
会
社
な
ど
の
組
織
体
に
よ
り
導
入

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
高
雄
州
岡
山
郡
で
は
台
湾
人
地
主
た
ち
に
よ
る
二
〇
台
程
度
の
導
入
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
地

方
行
政
や
農
会
な
ど
の
勧
奨
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
自
発
的
導
入
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
電
動
ポ
ン
プ
よ
り
早
期
に
地
主
ら
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
渡
り
始
め
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
台
中
州
の
場
合
は
や
や
遅
れ
て
、
一
九
二
〇
年
代
末
に
よ
う
や
く
台
中
州
勧
業
課
に
よ
り
発
動
機
の
導
入
が
奨
励
さ
れ
、
灌
概
用
ポ
ン
プ
も

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
導
入
さ
れ
は
じ
め
た
。
一
九
二
九
年
か
ら
補
助
を
受
け
て
農
家
に
導
入
さ
れ
た
発
動
機
は
一
五
台
（
そ
の
う
ち
灌
概
言
ボ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

プ
に
利
用
さ
れ
た
台
数
は
不
明
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
た
め
台
湾
電
力
は
電
動
ポ
ン
プ
の
利
用
を
勧
誘
す
る
際
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
と
競
合
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、

一
般
に
発
動
機
は
電
動
機
と
く
ら
べ
て
設
備
費
（
発
動
機
代
）
が
高
く
つ
く
か
わ
り
に
、
動
力
費
が
安
か
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
頃
の

総
督
府
は
導
入
の
際
の
設
備
費
に
相
応
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
石
油
料
金
は
低
下
す
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
、
台
湾
電
力
に
と

っ
て
発
動
機
と
の
競
争
で
優
位
に
立
つ
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
台
湾
電
力
社
長
松
木
幹
～
郎
が
台
湾
総
督
石
塚
英
蔵
に
対
し
て
農
業
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
お
い
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
の
普
及
を
奨
励
し
な
い
よ
う
一
九
三
〇
年
八
月
に
陳
情
ま
で
行
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
台
申
州
北
斗
郡
で
特
に
本
稿
が
着
目
す
る
一
九
三
二
年
か
ら
｝
九
三
三
年
に
か
け
て
、
現
実
に
よ
り
多
く
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
の

は
電
動
ポ
ン
プ
の
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
先
述
の
通
り
台
中
州
で
他
の
州
と
比
べ
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
動
機
の
普
及
が
遅
れ
て
い

た
こ
と
の
他
に
、
石
油
価
格
の
高
騰
を
指
摘
で
き
る
。
一
九
三
一
年
一
一
一
月
の
日
本
の
金
輸
出
再
禁
止
に
と
も
な
い
円
価
は
暴
落
し
、
国
外
か

ら
の
輸
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
石
油
の
価
格
は
跳
ね
上
が
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
日
月
潭
水
力
発
電
所
建
設
の
進

展
に
と
も
な
い
値
下
げ
が
期
待
で
き
た
。
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さ
ら
に
、
機
械
の
故
障
の
多
発
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
困
難
さ
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
導
入
の
障
壁
と
な
っ
た
。
電
動
機
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
の
方
が
し
く
み
が
複
雑
で
故
障
が
よ
り
頻
繁
に
発
生
し
た
が
、
そ
の
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
多
く
の
場
合
、
所
有
者
自
身
で
行
う
必
要
が

あ
っ
た
。
発
動
機
は
内
地
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
企
業
の
代
理
店
や
支
店
が
台
湾
に
あ
っ
た
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
大
都
市
に
し
か
存
在
し
な
か

っ
た
た
め
、
北
斗
郡
の
よ
う
に
都
市
部
か
ら
隔
た
っ
た
地
域
か
ら
修
理
を
依
頼
し
た
場
合
に
は
多
く
の
悪
罵
を
要
し
て
し
ま
い
、
農
村
の
繁
忙

期
の
需
要
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
末
に
発
動
機
の
導
入
を
勧
誘
し
た
台
中
州
勧
業
課
の
係
員
は
、
「
石
油
発
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

機
の
運
転
分
解
操
縦
等
発
動
機
一
切
に
関
す
る
一
般
的
知
識
」
を
講
習
し
た
上
で
農
家
へ
の
奨
励
に
あ
た
っ
て
い
た
。
台
北
州
で
も
茶
商
に
発

動
機
の
利
用
を
奨
励
し
た
際
に
、
あ
わ
せ
て
講
習
会
を
開
き
「
州
の
勧
業
課
製
茶
係
の
井
上
氏
で
原
動
機
の
分
解
・
組
立
な
ど
製
茶
機
械
の
凡

　
　
　
⑭

て
を
教
え
」
た
と
い
う
。
し
か
し
、
多
く
の
農
家
に
と
っ
て
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
自
ら
行
う
の
は
や
は
り
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
電
動
ポ
ン
プ
の
場
合
は
、
電
動
機
が
も
と
よ
り
故
障
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
い
ざ
修
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
に
な
っ
た

際
も
、
台
湾
電
力
が
電
気
供
給
事
業
の
た
め
に
島
内
各
地
に
展
開
し
て
い
た
営
業
所
や
派
出
所
（
散
宿
所
）
に
頼
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
以
上
の
背
景
か
ら
、
台
中
州
北
斗
郡
の
地
主
た
ち
が
地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
灌
概
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
電
動
ポ
ン
プ
を
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
よ
り
有
利
な
も
の
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
節
　
揚
水
能
力
と
経
済
的
負
担

　
で
は
、
こ
う
し
て
販
売
さ
れ
た
電
動
ポ
ン
プ
の
地
下
水
汲
み
上
げ
能
力
と
、
導
入
に
必
要
な
経
済
的
負
担
は
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

台
湾
電
力
は
勧
誘
に
際
し
て
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
益
の
大
き
さ
を
些
か
過
剰
と
も
い
う
べ
き
調
子
で
宣
伝
し
て
い
た
。
畑
に
お
け

る
甘
藤
作
か
ら
水
田
に
お
け
る
稲
作
に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
莫
大
な
利
益
増
加
に
よ
っ
て
、
ポ
ン
プ
に
要
す
る
費
用
を
極
め
て
容

易
に
償
却
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
実
際
の
状
況
に
つ
い
て
、
台
湾
電
力
の
勧
誘
課
が
作
成
し
た
内
部
文
書
、
「
台
中
州
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

斗
郡
下
二
於
ケ
ル
地
下
水
灌
概
二
就
テ
」
（
一
九
三
二
年
九
月
）
を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。
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表3　設備費と予定灌概面積

天井径20尺

黷P0吋口径

@ポンプ

天井径12尺

初D口径
@ポンプ

墾井径8吋

黷W吋口径

@ポンプ

盤井径8吋

ｪ吋口径
@ポンプ

自然噴水

掘軍費（円） 2200 1200 600 450 25

ポンプ費 1400 700 800 450
　

小歴費 loo 100 loo 50
　

整地費 300 200 200 75 2．5

水路費 300 200 200 75
一

合　　計（円〉 4300 2400 lgoo 1100 27．5

予定灌概面積（甲〉 50 30 30 10 0．25

出所：「台中州北斗郡下二於ケル地下水灌瀧二就テ」より作成。

　
ま
ず
、
揚
水
能
力
に
つ
い
て
見
る
と
、
最
も
低
廉
な
「
盤
井
径
八
吋
－
五
吋
口
径
ポ
ン
プ
」

を
一
台
利
用
し
て
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
と
一
〇
甲
を
灌
概
で
き
、
他
の
よ
り
性
能
の
優
れ
た

三
形
態
の
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
台
で
三
〇
甲
か
ら
五
〇
甲
の
巨
霊
を
可
能
に
す
る
揚

水
能
力
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
在
来
の
掘
抜
井
戸
の
揚
水
能
力
に
つ
い
て
み
る
と
、

北
斗
郡
西
部
の
沙
摺
餌
の
場
合
は
一
本
の
自
然
噴
水
の
井
戸
で
○
・
二
五
甲
を
灌
概
で
き
た
と

い
う
（
表
三
）
。
台
湾
電
力
の
業
務
部
長
で
あ
っ
た
後
藤
山
月
が
こ
の
資
料
の
表
紙
に
「
土
地

灌
概
の
革
命
H
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
が
、
た
し
か
に
そ
れ
だ
け
圧
倒
的
な
揚
水
能
力
を
誇
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
た
だ
し
、
北
斗
郡
の
大
部
分
の
農
家
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
桁
違
い
の
揚
水
能
力
は
、
む
し

ろ
も
て
余
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
目
を
向
け
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
北
斗
郡
の

農
家
一
戸
あ
た
り
の
耕
地
経
営
規
模
は
、
三
七
・
七
三
％
の
農
家
が
一
甲
未
満
、
二
七
・
七
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

が
一
事
以
上
二
塁
未
満
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
雷
え
ば
、
数
十
甲
と
い
う
大
規

模
の
耕
地
を
有
す
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
組
織
体
あ
る
い
は
特
別
な
農
業
経
営
者
や
有
力
地
主

に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
有
効
に
活
用
で
き
る
代
物
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
必
要
な
経
済
的
負
担
に
つ
い
て
見
る
と
、
揚
水
能
力
の
最
も

大
き
な
「
天
井
径
二
〇
尺
－
一
〇
吋
口
径
ポ
ン
プ
」
を
導
入
し
た
際
の
設
備
費
が
四
三
〇
〇
円
、

低
廉
な
「
羅
臼
径
八
吋
－
五
吋
ロ
径
ポ
ン
プ
」
で
も
一
一
〇
〇
円
を
要
し
た
。
在
来
の
自
然
噴

水
の
井
戸
が
一
本
二
五
円
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
さ
し
く
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ま
た
当
時
、
台
中
州
の
公
学
校
教
員
の
平
均
月
給
が
約
五
五
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
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表4　電動ポンプの一年あたりの経費（単位：円）

区　　分

天井径20尺

奄O吋口径

@ポンプ

天井径12尺

ﾅ吋口径
@ポンプ

墾井径8吋

黷W吋口径

@ポンプ

盤井径8吋

黷T吋口径

@ポンプ

自然噴水 摘　　要

井戸費償却

d気設備償却

|ンプ設備

?倣却

ｬ屋費償却

ｮ地費償却

167．00

Q1．40

U8．50

P7．75

P6．35

91．20

P2．85

R0．40

P7．75

P0．90

71．50

P2．85

R8．00

P7．75

T．45

53．70

W．57

P9．00

W．88

S．09

31．40

O．27

天井型は10ヶ年，

､井型は7ヶ年，

ｩ然噴水は3ヶ年

P5ケ年

P0ケ年

Tケ年

Q0ケ年

償却費小計

窓燉?子

ﾛ持修繕費

l件費

d力量

ﾁ耗品費

291．00

S30．00

@86．00

P40．00

S64．40

i10．800

繧vh）

@10，00

163．10

Q40．00

S8．00

P40．00

R09．60

i7．200

汲vh）

@10．00

145．55

P90．00

@36．00

P40．00

R09．60

i7．200

汲vh）

@10．GO

　94．24

P10．00

@32．00

P40．00

P54．80

i3．600

汲vh）

@5．00

31．67

P1．00 年利1割

Q－8月の7ヶ月，

糾ﾔ運転月平均40％，

汲vh4．3銭

合　　計 142L40 910．70 831．15 526．04 42．67

出所：「台中州北斗郡下二於ケル地下水灌瀧二四テ」より作成。

た
と
え
最
も
低
廉
な
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
に
せ
よ
、
地
主
た

ち
に
と
っ
て
も
そ
れ
が
大
き
な
負
損
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

　
更
に
こ
れ
に
、
動
力
費
も
加
わ
っ
た
。
動
力
費
は
ポ
ン
プ

の
運
転
時
間
や
利
用
水
量
に
よ
り
異
な
る
た
め
利
用
者
に
よ

り
か
な
り
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
資
料
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
後
で
詳
述
す
る
誌
略
の
例
に
つ
い
て
い

え
ば
、
～
九
三
二
年
の
第
一
期
作
に
際
し
、
四
台
で
揚
水
し

て
六
九
甲
を
灌
概
し
て
い
た
が
、
そ
の
電
気
料
金
は
約
七
九

三
円
で
あ
っ
た
と
い
う
。
藥
有
は
ポ
ン
プ
の
能
力
の
半
分
程

度
し
か
利
用
し
な
か
っ
た
が
、
も
し
最
大
限
に
活
用
し
て
灌

概
を
行
な
っ
て
い
た
ら
、
一
期
作
と
二
期
作
を
合
わ
せ
て
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

○
○
○
円
程
度
の
動
力
費
が
か
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
電
動
ポ
ン
プ
に
よ
る
地
下
水
汲
み
上
げ
を
行
う
の
に
必
要

な
経
済
的
負
担
は
地
主
た
ち
に
と
っ
て
極
め
て
重
い
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
台
湾
電
力
は
設
備
費
用
に
つ
い
て
ロ
ー
ン
払

い
を
推
奨
し
て
い
た
。
ロ
ー
ン
を
利
用
し
た
場
合
、
一
年
間

の
採
算
に
つ
い
て
は
表
四
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ン
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
年
の
経
済
的
負
担
は
も
ち
ろ
ん
軽
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減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
台
に
つ
き
一
年
五
〇
〇
円
－

年
前
後
に
わ
た
り
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。

　
四
〇
〇
円
と
い
う
金
額
は
や
は
り
安
い
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
そ
れ
が
一
〇
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以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
台
湾
電
力
の
宣
伝
と
は
裏
腹
に
電
動
ポ
ン
プ
は
地
主
に
と
っ
て
も
非
常
に
重
い
経
済
的
負
担
と
な
り
、

通
常
な
ら
導
入
が
詰
開
わ
れ
る
代
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
救
い
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
北
斗
郡
の
蕨
作
農
家
の

苦
境
が
あ
っ
た
。

①
台
湾
総
督
府
交
通
局
『
電
気
事
業
要
覧
』
に
よ
り
全
島
的
な
電
気
事
業
の
状
況

　
を
把
握
で
き
る
が
、
…
九
二
〇
年
代
末
ま
で
灌
概
用
ポ
ン
プ
の
契
約
状
況
に
つ
い

　
て
は
記
載
が
無
い
た
め
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
台
湾
砲
力
の
供
給
区
域
内
に
つ

　
い
て
検
討
す
る
。
当
時
、
台
湾
電
力
は
島
内
唯
一
の
巨
大
電
力
会
社
で
あ
り
、
他

　
に
電
気
を
供
給
し
て
い
た
の
は
小
規
模
の
私
営
剛
気
会
社
数
社
の
み
で
あ
っ
た
こ

　
と
か
ら
、
台
湾
電
力
管
内
の
状
況
は
全
島
の
状
況
を
相
当
程
度
に
反
映
し
て
い
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
～
九
二
九
年
度
下
半
期
に
つ
い
て
は
営
業
報
告
書
に
も
灌

　
瀧
用
ポ
ン
プ
に
関
す
る
記
載
が
な
か
っ
た
。

②
台
湾
電
力
「
電
気
事
故
防
止
共
同
研
究
会
第
八
回
座
談
会
資
料
扁
（
　
九
三
八

　
年
五
月
）
『
技
術
関
係
資
料
軌
（
台
場
資
料
）
。

③
大
蔵
大
臣
・
井
上
準
之
助
は
一
九
工
九
年
に
金
融
政
策
の
一
環
と
し
て
外
貨
を

　
獲
得
す
る
た
め
に
、
自
ら
が
社
長
に
据
え
た
台
湾
電
力
の
松
木
幹
一
郎
を
通
じ
て
、

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
市
場
で
外
債
（
い
わ
ゆ
る
台
湾
電
力
外
債
）
を
発
行
さ
せ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
台
湾
電
力
は
日
月
潭
水
力
発
電
所
の
建
設
資
金
を
獲
得
す
る
こ
と
に

　
成
功
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
湊
照
宏
『
近
代
台
湾
の
電
力
産
業
』
（
御
茶

　
の
水
書
房
、
二
〇
＝
年
）
を
参
照
。

④
青
木
実
、
朱
江
准
「
勧
誘
班
業
務
報
告
書
」
～
九
三
〇
年
一
〇
月
、
『
営
業
関

　
係
資
料
隔
（
台
電
資
料
）
。

⑤
紀
旭
峰
閥
大
正
期
台
湾
人
の
「
日
本
留
学
」
研
究
職
竜
渓
貝
覆
、
二
〇
一
二
年
、

　
一
五
五
一
一
六
九
頁
。

⑥
朱
江
准
口
述
、
朱
瑞
塘
整
理
門
朱
江
濫
回
燕
子
上
嚇
恵
衆
書
局
、
二
〇
〇
三

　
年
、
七
六
－
七
八
頁
。

⑦
「
対
商
工
課
座
談
会
参
考
資
料
」
『
営
業
関
係
資
料
』
（
台
躍
資
料
）
。

⑧
門
霞
力
消
化
計
画
二
関
ス
ル
事
項
」
噸
日
月
潭
発
電
所
建
設
二
関
ス
ル
書
類
㎞

　
（
台
電
資
料
）
。
　
ム
ロ
湾
嶋
聡
器
財
府
六
人
点
画
隠
甘
鯛
帽
　
『
鱈
叩
レ
㌔
［
…
田
植
唱
曲
刈
班
Ψ
日
米
亜
一
階
見
　
　
脚
閣
伽
稠
㎜
国
仁
十

　
末
現
在
㎏
　
一
九
三
〇
年
。

⑨
門
閥
山
郡
灌
瀧
用
ポ
ン
プ
使
用
状
況
（
昭
和
二
年
三
月
末
現
在
）
」
『
高
雄
時

　
報
勧
第
九
号
。

⑩
堀
内
義
隆
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
籾
摺
業
・
精
米
業
に
お
け
る
動
力
を
利
馬
し
た

　
機
械
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
北
部
や
南
部
と
比
べ
て
中
部
は
大
き
く
遅
れ
た
と
い

　
う
。
堀
内
義
隆
「
日
本
植
民
地
期
台
湾
の
米
穀
塵
業
と
工
業
化
－
籾
摺
・
精
米

　
業
の
発
展
を
中
心
に
一
」
咽
社
会
経
済
史
学
』
第
六
七
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
一

　
年
五
月
）
。

⑪
松
木
幹
一
郎
門
陳
情
書
」
（
一
九
三
〇
年
八
月
九
日
）
『
猿
轡
綴
』
（
台
電
資
料
）
。

⑫
青
木
生
「
電
力
に
依
る
灌
概
に
就
て
」
噸
台
湾
の
水
利
㎞
第
一
巻
第
　
号
（
一

　
九
三
一
年
三
月
）
。

⑬
腕
台
湾
日
日
新
報
騒
～
九
二
九
年
四
月
一
五
巳
。

⑭
噌
台
湾
日
日
新
報
㎞
～
九
工
七
年
三
月
二
日
置
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⑮
『
雑
書
類
』
（
台
電
資
料
）
。

⑯
門
耕
地
経
営
規
模
別
農
家
戸
数
扁
、
台
中
州
『
台
中
州
統
計
書
昭
和
七
年
b

　
一
九
三
四
年
。

⑰
「
公
学
校
教
員
俸
給
」
、
前
掲
台
中
州
嘲
台
中
州
統
計
書
昭
和
七
年
』
。

第
三
章
　
ポ
ン
プ
導
入
と
い
う
選
択

⑱
一
九
三
〇
年
代
の
時
点
で
倉
湾
農
村
部
に
お
け
る
電
気
普
及
率
は
極
め
て
低
く
、

　
そ
う
し
た
地
域
で
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
に
は
自
ら
費
用
を
負
担
し
て
台
湾
電

　
力
に
爾
線
を
敷
設
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
の
コ
ス
ト
は
更
に
大

　
き
か
つ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
甘
薦
栽
培
の
条
件
悪
化
（
第
一
章
）
と
電
動
ポ
ン
プ
が
要
す
る
高
額
な
経
済
的
負
担
（
第
二
章
）
を
前
に
し
て
、
一
部
の
台
湾
人

篤
農
家
た
ち
が
導
入
を
選
択
す
る
に
至
る
過
程
を
分
析
す
る
。
ま
ず
、
一
九
三
二
年
の
台
中
州
北
斗
郡
に
お
い
て
電
動
ポ
ン
プ
導
入
と
い
う
選

択
肢
が
農
毘
の
問
で
持
っ
た
位
置
づ
け
を
確
認
し
た
上
で
、
北
斗
郡
か
ら
台
南
州
ま
で
そ
れ
が
普
及
し
て
い
く
過
程
を
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、

い
か
な
る
人
物
が
何
を
目
的
と
し
て
導
入
を
決
断
し
た
か
に
つ
い
て
、
最
初
期
に
導
入
し
た
埠
頭
庄
路
口
暦
の
地
主
黍
有
・
張
清
風
の
事
例
に

主
に
基
づ
い
て
論
じ
る
。
最
後
に
、
電
動
ポ
ン
プ
が
総
督
府
に
よ
り
統
制
さ
れ
る
過
程
を
検
討
す
る
。

第
｝
節
　
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
の
電
動
ポ
ン
プ
導
入

　
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
台
中
州
北
斗
郡
に
お
い
て
買
取
価
格
の
低
下
、
歩
留
向
上
を
目
指
し
た
生
産
管
理
の
強
化
に
よ
り
甘
薦
栽
培
の
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
く
低
下
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
直
作
農
家
に
は
四
つ
の
選
択
肢
（
重
複
可
）
が
存
在
し
た
。

　
第
～
に
、
甘
藤
作
の
継
続
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
甘
薦
は
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
な
お
重
要
な
作
物
で

あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
以
降
六
年
間
の
塩
水
港
製
糖
豊
州
工
場
の
買
収
原
料
の
収
穫
面
積
（
表
五
）
を
見
る
と
、
留
連
の
栽
培
面
積
は
四
年
目

ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に
霜
害
が
発
生
し
た
次
の
年
期
に
あ
た
る
一
九
三
二
－
㎝
九
三
三
年
期
に
そ
れ
が
著
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
一
九
二
九
－
一
九
三
〇
年
期
の
半
分
以
上
の
面
積
で
甘
藤
が
栽
培
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。
塩
水
港
製
糖
は
霜
害
に
対
し
て
不
誠
実
な
対
応

を
と
っ
た
も
の
の
、
甘
無
作
が
後
退
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
継
続
し
て
甘
庶
作
の
奨
励
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
農
法
「
一
期
糊
仔
甘
蘇
」
を
開
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表5　塩水港製糖渓二巴場における買収原料の収穫面積

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：甲）

水　田 畑 合　計

1929q930年期 一 一 3456．45

1930－1931年期 1530．29 1707．12 3237．41

193H932年期 1490．89 1700．71 3191．60

1932－1933年期 771．04 1038．09 1809．13

1933－1934年期 1240．13 945．85 2185．98

1934－1935年期 2007．80 1589．9！ 3597．71

出所：台湾総督府殖産局糖務課『台湾糖業統i汁』（各年）より作成。

発
し
、
そ
の
利
益
の
大
き
さ
を
農
家
へ
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甘
庶
作
の
植
付
面
積
維
持
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

定
程
度
は
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
甘
藤
作
以
外
で
水
利
依
存
度
の
低
い
雑
作
へ
の
転
換
で
あ
る
。
水
利
条
件
に
乏
し
い
北

斗
郡
で
は
台
中
州
の
他
郡
と
比
べ
て
雑
作
の
割
合
が
元
来
高
か
っ
た
が
、
落
花
生
や
大
豆
な
ど
の
作

物
に
つ
い
て
は
植
付
面
積
が
一
九
三
〇
年
頃
か
ら
更
に
顕
著
な
増
加
傾
向
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
小
麦
や
甘
藷
に
つ
い
て
は
持
続
こ
そ
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
霜
害
が
発
生
し
た
一
九
三
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
お
い
て
作
付
面
積
の
大
幅
な
増
加
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
三
に
、
水
田
に
お
け
る
六
欲
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
で
あ
る
。
元
来
台
申
州
の
少
な
か
ら
ぬ
水

田
で
は
甘
蘇
作
が
行
わ
れ
て
お
り
、
塩
水
港
製
糖
や
明
治
製
糖
は
買
収
原
料
の
半
分
以
上
を
こ
れ
に

依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
表
五
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
三
二
－
一
九
三
三
年
期
に
は

甘
蕪
の
収
穫
面
積
が
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
農
民
が
甘
薦
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
を
選
択
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
総
督
府
が
そ
の
後
、
産
米
制
限
を
実
施
し
甘
田
作
の
普
及

を
政
策
的
に
推
進
し
た
た
め
、
こ
の
変
化
は
一
時
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
。
一
九
三
三
－
一
九
三
四

年
期
以
後
、
甘
蕪
の
収
穫
面
積
が
特
に
水
田
で
再
び
上
昇
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
畑
に
お
け
る
水
利
設
備
導
入
に
よ
る
稲
作
へ
の
転
換
で
あ
る
。
水
利
設
備
と
し
て
電
動
竜
骨
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
な
ど
に
よ

る
揚
水
も
あ
っ
た
が
、
主
役
と
な
っ
た
の
は
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
る
地
下
水
汲
み
上
げ
で
あ
っ
た
。
ど
の
程
度
の
面
積
の
畑
が
水
田
に
な
っ

た
か
は
公
刊
さ
れ
た
統
計
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
正
確
に
知
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
台
電
資
料
に
よ
れ
ば
一
九
三
二
年
の
間
に
少
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
も
四
一
一
甲
が
電
動
ポ
ン
プ
に
よ
り
灌
瀧
さ
れ
、
そ
こ
で
は
稲
作
が
主
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
る
甘
蕪
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
は
甘
受
栽
培
の
条
件
悪
化
に
対
す
る
数
あ
る
選
択
肢

瞠
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の
う
ち
の
一
つ
に
す
ぎ
ず
、
特
殊
な
選
択
に
留
ま
っ
た
。
台
湾
電
力
の
業
務
部
長
で
あ
っ
た
後
藤
暖
二
は
、
北
斗
郡
を
視
察
し
た
際
に
「
先
日
、

二
林
庄
に
行
っ
た
時
、
土
地
の
有
力
者
た
る
陳
建
上
図
に
会
っ
た
。
同
氏
は
可
な
り
内
地
趣
味
に
傾
い
て
居
る
様
に
思
わ
れ
た
が
、
併
大
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
本
島
人
は
未
だ
尚
台
湾
趣
味
に
止
っ
て
居
る
と
思
ふ
」
と
い
う
感
想
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
感
想
は
、
電
動
ポ
ン
プ
だ
け
で
は
な
く
電
気
事

業
全
般
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
電
動
ポ
ン
プ
普
及
の
限
定
性
を
も
よ
く
示
し
て
い
る
。
「
内
地
趣
味
」
が
電
灯
・
電
熱
器
・
電
動
ポ
ン
プ

の
よ
う
な
新
技
術
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
、
「
台
湾
趣
味
」
が
在
来
の
照
明
・
灌
概
技
術
に
こ
だ
わ
り
新
技
術
の
導
入
へ
消
極
的
な
こ
と

を
意
味
し
て
お
り
、
山
林
庄
で
電
動
ポ
ン
プ
を
積
極
的
に
導
入
し
た
陳
築
上
の
よ
う
な
人
物
は
非
常
に
稀
な
存
在
で
、
他
の
多
く
の
台
湾
望
地

主
だ
ち
は
導
入
に
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
が
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
役
割
を
過
小
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
水
利
条
件
に
乏
し
い
地
域
の
多
い

北
斗
郡
に
お
い
て
、
状
況
を
一
変
さ
せ
る
技
術
で
あ
っ
た
こ
と
は
問
違
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
総
督
府
は
そ
れ
が
徐
々
に
普
及
し
て
稲
作

の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
恐
れ
、
後
に
厳
し
い
統
制
を
加
え
た
の
で
あ
る
（
後
述
）
。

　
北
斗
郡
の
台
湾
人
地
主
の
間
で
の
電
動
ポ
ン
プ
の
普
及
状
況
は
、
限
定
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
目
を
見
張
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
地
主
が
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
こ
と
は
全
島
的
に
も
極
め
て
稀
だ
っ
た
が
、
一
九
三
二
年
初
頭
に
埠
頭
庄
路
口
暦

の
察
有
（
三
台
）
と
張
清
風
（
二
台
）
が
導
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
近
隣
の
二
林
庄
の
陳
建
上
（
四
台
）
や
陳
万
賜
（
二
台
目
ら
が
そ
れ
に
続

い
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
三
年
に
は
路
ロ
屠
と
二
二
庄
だ
け
で
な
く
北
斗
郡
の
渓
州
庄
・
三
山
庄
・
大
城
庄
、
更
に
は
北
斗
郡
の
北
に
位
置
す

る
彰
化
郡
割
興
庄
や
手
把
郡
墨
型
庄
に
お
い
て
も
電
動
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
地
域
は
い
ず
れ
も
水
利
条
件
に
恵
ま

れ
ず
、
か
つ
深
刻
な
霜
害
を
蒙
っ
た
地
域
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
三
月
の
時
点
で
北
斗
郡
で
は
新
た
に
一
＝
名
の
地
主
に
よ
っ
て
二
三
台
が
導

入
さ
れ
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
統
制
の
た
め
に
、
実
際
に
稼
働
で
き
た
の
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た
）
。
第
二
章
で
既
に
述

べ
た
通
り
、
北
斗
郡
に
お
け
る
こ
の
普
及
ぶ
り
は
全
島
で
最
も
高
い
水
準
を
誇
っ
た
。
そ
し
て
、
～
九
三
三
年
に
は
濁
水
渓
を
超
え
て
台
南
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

北
部
に
ま
で
普
及
し
は
じ
め
、
「
中
部
か
ら
漸
次
南
下
し
た
墾
井
灌
概
熱
」
と
し
て
台
南
新
報
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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だ
か
ら
こ
そ
、
電
気
需
要
創
出
に
必
死
で
あ
っ
た
台
湾
電
力
の
関
心
を
強
く
惹
き
つ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
一
九
三
二
年
九
月
に
は
電
気

利
用
勧
誘
を
め
ぐ
る
会
議
が
畠
中
営
業
所
で
開
催
さ
れ
た
が
、
第
二
章
で
検
討
し
た
資
料
「
台
中
州
北
斗
郡
下
二
於
ケ
ル
地
下
水
灌
概
二
型

テ
」
が
配
布
さ
れ
、
台
中
営
業
所
長
の
緒
方
瀧
治
は
北
斗
郡
に
お
け
る
電
動
ポ
ン
プ
普
及
の
有
望
性
に
つ
い
て
数
十
分
に
わ
た
り
熱
弁
を
ふ
る

っ
た
。
そ
し
て
翌
日
に
は
、
会
議
に
出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
で
電
動
ポ
ン
プ
の
先
駆
的
導
入
が
行
わ
れ
た
埠
頭
難
路
口
暦
に
赴
き
、
地
下
水
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
実
況
視
察
ま
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
緒
方
は
一
九
三
三
年
三
月
に
は
「
最
近
同
地
方
に
地
下
水
の
豊
窟
な
る
こ
と
に
着
眼
し
一
度
之
が
利

用
に
先
鞭
を
附
す
る
や
、
其
予
期
以
上
の
優
秀
な
る
成
績
に
よ
り
同
地
方
農
民
に
対
し
異
常
な
る
衝
動
を
与
へ
、
之
が
施
設
法
に
付
種
々
考
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
重
ね
今
日
に
経
て
は
殆
ん
ど
確
信
を
持
つ
に
至
り
、
先
を
競
ふ
て
之
が
施
設
を
急
ぐ
の
状
態
に
あ
り
」
と
ま
で
述
べ
る
程
で
あ
っ
た
。
台
電

側
の
期
待
の
高
さ
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
で
は
現
地
で
電
動
ポ
ン
プ
導
入
を
敢
え
て
選
択
し
た
の
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。

第
二
節
　
電
動
ポ
ン
プ
導
入
前
史
！
埠
頭
庄
路
口
暦
の
篤
農
家
た
ち
！

　
北
斗
郡
で
電
動
ポ
ン
プ
を
最
初
に
導
入
し
た
埠
頭
山
路
口
贋
の
藥
有
と
張
清
風
は
～
九
一
三
年
九
月
に
台
湾
電
力
と
契
約
を
行
い
、
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
年
㏄
月
に
は
利
用
を
開
始
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
富
有
と
張
清
風
の
事
例
を
申
心
に
検
討
を
行
う
。

　
埠
頭
庄
は
北
斗
郡
の
中
心
部
に
あ
り
、
路
口
暦
と
い
う
村
落
は
そ
の
埠
頭
庄
の
南
部
に
位
置
す
る
。
路
口
暦
は
巨
大
河
川
で
あ
る
濁
水
渓
に

近
接
し
て
は
い
る
が
、
濁
水
渓
を
利
用
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
永
基
鯛
や
戴
立
埠
鯛
と
い
っ
た
用
水
か
ら
は
＝
疋
の
距
離
が
あ
り
、
路
建
暦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

標
高
が
若
干
な
が
ら
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
水
利
条
件
に
乏
し
く
、
畑
の
割
合
が
水
田
を
大
き
く
上
之
っ
て
い
た
。
買
血
の
採
取
区
域
と
し

て
は
、
塩
水
港
製
糖
渓
州
工
場
（
元
・
林
本
源
製
糖
）
の
地
域
に
含
ま
れ
て
い
た
。

　
藥
有
は
路
屋
上
に
～
八
八
九
年
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
に
父
親
を
失
っ
た
た
め
経
済
的
に
豊
か
と
は
い
え
な
い
環
境
の
中
で
育
っ
た
。
当
初
は

細
々
と
土
地
を
借
り
て
耕
作
を
行
い
、
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
は
路
口
証
を
代
表
す
る
地
主
へ
と
成
長
し
た
。
察
有
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は
一
躍
、
資
産
を
蓄
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
の
が
彼
の
有
し
て
い
た
全
島
有
数
の
甘
藤
栽
培
技
術
で
あ
り
、
そ
の
代
表
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ア
ガ
ム
ヂ
ャ

と
も
い
う
べ
き
農
法
が
、
一
九
二
一
年
八
月
に
自
ら
発
見
し
た
「
糊
仔
甘
酒
」
で
あ
っ
た
。

　
糊
仔
甘
蕨
と
は
第
二
期
作
の
稲
が
水
田
で
ま
だ
栽
培
さ
れ
て
い
る
頃
に
一
部
の
稲
を
傍
ら
に
移
し
替
え
て
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
そ
こ
に
甘
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
苗
を
植
え
つ
け
る
と
い
う
、
間
作
法
の
一
種
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
に
林
本
源
製
糖
甲
州
工
場
に
着
任
し
て
い
た
天
野
蓮
夫
は
単
位
面
積
あ

た
り
の
生
産
量
増
加
を
目
指
し
て
「
早
植
」
（
甘
藤
の
苗
を
畑
へ
早
い
時
期
に
植
え
付
け
る
こ
と
）
を
推
進
し
た
が
、
甘
薦
を
早
く
植
え
た
分
だ
け

他
の
農
作
物
を
栽
培
で
き
な
い
上
に
、
土
地
を
借
り
る
代
金
も
高
く
つ
く
の
が
難
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
有
は
「
糊
悪
善
押
し
を
発
明
す

る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
に
水
稲
の
第
二
期
作
を
行
っ
て
収
益
を
あ
げ
な
が
ら
同
時
に
甘
庶
の
早
植
を
行
い
、
更
に
土
地
代
の
節
約
を
も
可
能
に

　
　
　
　
　
⑪

し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
享
有
は
化
学
肥
料
を
含
む
金
肥
を
非
常
に
積
極
的
に
導
入
し
た
。
甘
蕪
の
大
増
産
を
目
指
す
「
五
十
万
斤
会
」
と
い
う
藥
有
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
し
た
会
員
四
〇
名
程
度
の
団
体
が
林
本
源
製
糖
の
採
取
区
域
内
で
一
九
二
五
年
頃
に
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
団
体
は
一
塁
当
り
四
〇
〇

円
理
と
い
う
極
め
て
多
額
の
金
肥
を
施
す
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
一
九
年
の
林
本
源
製
糖
の
採
取
区
域
の
心
裡
当
り
平
均
額
は
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

社
の
自
作
翌
夕
に
お
い
て
す
ら
～
四
〇
円
程
度
に
留
ま
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
積
極
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
申
し
合
わ
さ
れ
た
四
〇
〇
円

の
金
肥
の
内
訳
は
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
相
当
量
の
化
学
肥
料
の
利
用
を
含
意
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
九
二
四
年
か
ら

一
九
二
五
年
に
か
け
て
万
有
が
肥
料
購
入
額
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
三
分
野
一
を
硫
安
に
当
て
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
五
十
万
斤
会
」
に
参

加
し
た
で
あ
ろ
う
張
清
風
（
後
述
）
ら
近
隣
の
篤
農
家
も
会
社
が
提
供
す
る
調
合
肥
料
と
は
別
に
化
学
肥
料
を
自
ら
購
入
し
て
利
用
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
と
か
ら
、
判
明
す
る
。
金
肥
の
積
極
的
利
用
は
糊
仔
耳
当
を
行
う
か
ら
に
は
不
可
避
な
選
択
で
も
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
甘
藤
は
そ
も
そ

も
稲
や
甘
藷
と
比
べ
る
と
地
力
の
消
耗
が
激
し
い
上
に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
甘
蕪
を
栽
培
す
る
早
植
、
そ
し
て
更
に
間
作
を
実
施
す
る
糊
仔

甘
薦
は
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
察
有
の
特
徴
は
糊
仔
甘
藤
や
施
肥
の
よ
う
な
巧
み
な
栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
大
規
模
農
場
を
経
営
し
た
点
に
も
あ
っ
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た
。
製
糖
会
社
や
在
台
内
地
人
か
ら
資
金
と
広
大
な
土
地
を
積
極
的
に
借
り
、
そ
の
土
地
を
更
に
小
作
人
に
貸
し
て
甘
蕪
作
を
奨
励
し
て
行
わ

せ
、
甘
薦
農
場
を
経
営
し
た
の
で
あ
っ
た
。
～
九
二
四
年
に
は
一
二
〇
甲
、
一
九
二
五
年
に
も
八
○
甲
も
の
土
地
で
甘
庶
栽
培
を
行
っ
て
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
あ
げ
、
瞬
く
間
に
莫
大
な
資
産
を
蓄
え
た
と
い
う
。
一
九
二
七
年
の
台
湾
日
日
新
報
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
二
〇
余
甲
を
自
分
の
土
地
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

所
膚
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
自
ら
の
土
地
の
三
倍
か
ら
五
倍
も
の
土
地
を
借
り
て
農
場
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
察
有

は
甘
蕪
栽
培
の
専
門
家
と
し
て
の
顔
と
積
極
的
な
投
資
を
行
う
大
農
場
経
営
者
と
し
て
の
顔
の
両
方
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
確
か
な
栽
培
技
術
と
農
場
経
営
に
よ
る
薬
有
の
飛
躍
は
、
「
甘
蕪
成
金
」
・
「
老
猫
不
朽
の
定
評
あ
る
頑
迷
者
」
と
し
て
妬
み
を
買
う
一
方
で
、

近
隣
の
多
く
の
地
主
や
一
般
農
民
た
ち
の
期
待
と
羨
望
の
的
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
藥
有
は
農
会
な
ど
の
場
を
利
用
し
て
甘
薦
栽
培
技
術
を
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

極
的
に
伝
え
、
奨
励
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
期
待
に
答
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
共
に
最
初
期
に
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
る
張
清
風
も
ま
た
、
藥
有
の
飛
躍
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
地
主
の
一
人
で
あ
っ
た
。
張
清

風
は
一
八
九
八
年
に
路
口
暦
の
大
地
主
の
家
に
生
ま
れ
、
北
斗
公
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
教
員
養
成
所
を
経
て
渓
肩
癖
学
校
で
一
年
だ
け
教
員

を
務
め
て
退
職
し
、
路
気
血
へ
帰
っ
た
後
は
地
域
の
有
力
者
と
し
て
生
産
の
拡
大
に
務
め
た
。
同
時
に
、
保
正
な
ど
の
公
職
を
勤
め
、
一
九
三

二
年
に
は
埠
頭
庄
長
に
就
任
し
て
お
り
、
地
域
最
大
の
有
力
者
で
あ
っ
た
。
熱
立
と
比
べ
れ
ば
、
張
清
風
は
遙
か
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
ち
、

当
時
の
農
村
で
は
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
農
業
技
術
に
つ
い
て
は
張
清
風
も
亀
有
に
一
目
も
二
目
も
置
か
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
、
「
察
有
髪
の
経
験
を
真
似
し
た
の
が
今
日
成
功
の
基
」
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
。
張
清
風
も
面
積
は
食
鳥
に
及
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
か
っ
た
も
の
の
、
同
様
に
多
く
の
土
地
を
借
り
て
甘
藤
農
場
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

　
選
択
藁
薦
は
農
家
だ
け
で
な
く
製
糖
会
社
に
も
都
合
の
良
い
農
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
農
家
と
の
融
和
を
模
索
し
つ
つ
生
産
の
効
率
化
を
目
指

す
島
内
各
地
の
製
糖
会
社
に
よ
っ
て
積
極
的
に
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
林
本
源
製
糖
は
一
九
二
二
年
後
半
に
は
糊
仔
醤
蝦
の
普
及
に
早
く
も
乗

り
出
し
て
い
た
が
、
他
の
多
く
の
製
糖
会
社
や
農
会
も
察
有
、
あ
る
い
は
張
清
風
ら
路
ロ
暦
の
他
の
地
主
を
招
聰
し
、
各
地
の
農
民
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

糊
仔
甘
蕪
を
伝
授
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
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日本統治期台湾における篤農家と電動ポンプ灌概（都留）

　
こ
の
時
、
通
有
は
も
は
や
全
島
で
最
も
著
名
な
篤
農
家
の
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
路
口
達
の
名
も
ま
た
全
島
に
轟
い
て
い
た
。
一
九
二
六
年

に
出
版
さ
れ
た
『
台
湾
糖
業
全
誌
』
で
は
、
路
ロ
暦
が
模
範
的
甘
藤
生
産
地
で
あ
る
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
　
「
此
の
藥
有
氏
を
樽
詰
と
し
て
張
賜
、
張
清
風
氏
等
の
篤
農
、
精
農
の
士
が
北
斗
姫
路
口
暦
の
地
に
集
合
し
て
居
て
、
同
地
の
藤
園
は
毎
期
約
四
百
甲
を
植

　
付
け
、
前
期
実
収
甲
当
平
均
十
二
万
九
千
斤
に
達
し
、
品
種
は
主
と
し
て
第
一
〇
五
号
及
び
F
一
九
号
で
、
矢
張
り
概
ね
畑
地
で
あ
る
が
、
耕
作
法
は
理
想

　
的
に
行
は
れ
、
施
肥
量
は
調
合
肥
料
甲
当
平
均
二
十
五
夙
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
精
農
、
篤
農
の
士
と
結
合
し
て
行
く
こ
と
は
会
社
の
最
大
理
想
と
す
る
処

　
で
あ
っ
て
、
共
存
共
栄
も
斯
く
こ
そ
始
め
て
完
全
円
満
に
成
就
し
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
会
祉
は
従
来
よ
り
一
層
篤
農
家
及
び
精
農
家
と
の
連
絡
を
密
接
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
し
其
の
利
害
の
一
致
を
図
る
方
針
を
高
調
す
る
事
と
な
っ
た
の
だ
。
」

　
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
六
輝
ら
路
口
器
の
地
主
た
ち
と
林
本
源
製
糖
（
後
に
塩
水
港
製
糖
）
と
は
甘
蕨
栽
培
を
通
し
て
親
密
な
関
係

に
あ
っ
た
。
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
の
が
、
庶
農
組
合
に
よ
る
抵
抗
運
動
か
ら
生
じ
た
二
林
事
件
（
一
九
二
五
年
）
に
対
す
る
路
ロ
暦
農
民
の
対

応
で
あ
る
。

　
　
「
平
素
の
蕪
作
の
成
績
良
き
路
口
癖
方
面
の
農
民
は
二
林
方
面
暴
民
に
憤
慨
し
、
会
社
が
之
が
為
め
工
場
の
運
転
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
は
甚
だ
腰
が
弱
す
ぎ

　
る
、
元
来
二
林
方
面
の
粗
悪
な
甘
藤
が
あ
る
為
め
に
、
我
々
が
折
角
優
良
な
甘
藤
を
作
っ
て
も
金
面
の
歩
留
に
悪
影
響
を
受
け
、
会
社
の
利
益
が
少
な
く
な

　
る
結
果
、
原
料
価
格
も
引
上
げ
ら
れ
な
い
の
だ
、
故
に
此
の
機
会
に
二
藍
方
面
を
膚
懲
す
べ
き
で
あ
る
と
て
農
民
は
苦
力
百
車
蝦
を
刈
集
め
万
一
の
用
意
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
備
へ
刈
取
を
決
行
し
、
若
し
二
林
方
面
か
ら
妨
害
に
来
た
な
ら
応
戦
せ
ん
と
準
備
を
整
へ
た
。
」

路
口
贋
の
農
民
た
ち
は
二
軍
の
藤
農
組
合
に
よ
る
蜂
起
に
加
わ
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
林
本
源
製
糖
を
積
極
的
に
支
持
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

林
本
源
製
糖
も
路
口
争
の
中
心
に
あ
る
嬌
祖
廟
「
福
安
宮
」
（
管
理
人
は
張
清
風
で
あ
っ
た
）
が
一
九
二
五
年
に
改
築
さ
れ
る
際
に
多
額
の
寄
付

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
描
線
や
張
清
風
ら
篤
農
家
に
報
い
た
。
張
清
風
、
そ
れ
か
ら
察
有
の
異
母
兄
で
あ
る
張
賜
に
よ
り
最
も
多
額
（
千
円
）

の
寄
付
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
次
に
多
い
五
百
円
を
寄
付
し
た
の
は
林
本
源
製
糖
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
尚
、
製
糖
会
社
と
元
来
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
電
動
ポ
ン
プ
を
最
初
期
に
導
入
し
た
察
有
と
張
清
風
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
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く
、
後
に
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
北
斗
郡
の
他
の
地
主
に
お
い
て
も
多
か
れ
少
な
か
れ
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
か
ら
　
九
三
三

年
に
か
け
て
四
台
導
入
し
た
一
一
林
の
地
主
・
陳
書
上
は
、
明
治
製
糖
渓
湖
工
場
の
原
料
委
員
を
務
め
る
と
と
も
に
、
他
の
地
主
と
共
同
で
耕
雲

拓
殖
株
式
会
社
を
組
織
し
、
や
は
り
大
規
模
甘
藤
農
場
を
経
営
し
て
い
た
。
ま
た
、
二
林
事
件
の
前
に
は
林
本
源
製
糖
と
農
民
の
間
で
調
整
役

を
務
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、
筆
墨
組
合
の
運
動
に
は
冷
淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
。
一
九
三
三
年
前
半
に
電
動
ポ
ン
プ
を
二
台
導
入
し

よ
う
と
し
た
二
林
庄
万
興
の
地
主
・
陳
老
多
も
明
治
製
糖
の
苦
力
頭
を
務
め
る
人
物
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
製
糖
会
社
と
地
主
た
ち
の
緊
密
な
関
係
は
～
九
二
〇
年
代
末
か
ら
塩
水
港
製
糖
と
明
治
製
糖
が
甘
藤
買
取
価
格
を
引
下
げ

る
一
方
で
、
歩
留
向
上
の
た
め
に
生
産
管
理
を
一
層
強
化
し
た
こ
と
に
よ
り
亀
裂
が
生
じ
て
い
た
（
第
一
章
）
。
藥
有
や
張
清
風
か
ら
す
れ
ば
、

積
極
的
に
土
地
や
肥
料
へ
投
資
し
、
ま
た
地
域
住
民
に
甘
藤
作
を
勧
奨
し
て
、
大
規
模
な
甘
藤
農
場
経
営
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
が
著
し
く
低
下
し

た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
特
蜂
祭
有
が
発
明
し
た
農
法
・
糊
仔
甘
蕪
に
は
、
「
水
ブ
ク
レ
甘
署
し
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
甘
言
が
水
を
多
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
吸
収
し
て
し
ま
い
、
重
さ
は
上
昇
す
る
も
の
の
歩
留
は
低
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
た
め
、
塩
水
港
製
糖
に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

一
九
二
九
－
一
九
三
〇
年
期
ま
で
は
畑
に
比
べ
て
水
田
栽
培
の
濡
幕
買
取
価
格
が
二
割
弱
程
度
高
く
設
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
糊
工
船
蕪
の

利
益
は
大
き
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
－
一
九
三
一
年
期
以
降
は
畑
で
の
栽
培
価
格
に
統
一
さ
れ
、
優
遇
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
糊
仔
甘
蕪
に
対
し

て
特
別
に
支
払
わ
れ
た
栽
培
奨
励
費
も
一
九
三
　
－
一
九
三
二
年
期
以
降
、
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
三
二
年
初
頭
の

霜
害
と
そ
れ
に
対
す
る
製
糖
会
社
の
不
誠
実
な
対
応
が
も
た
ら
し
た
惨
状
は
、
そ
れ
ま
で
甘
薦
作
に
尽
力
し
て
き
た
地
主
た
ち
の
怒
り
を
増
幅

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
多
額
の
経
済
的
負
挺
を
要
す
る
電
動
ポ
ン
プ
の
導
入
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
浮
上
す
る
の
は
、
ま
ず
こ
の
局
面
で
あ
っ
た
。
製
糖
会
社

の
経
営
に
よ
っ
て
刻
一
刻
と
厳
し
く
な
る
甘
坐
作
の
状
況
か
ら
脱
却
し
、
稲
作
へ
転
換
す
る
手
段
と
し
て
、
地
主
た
ち
は
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た

の
で
あ
る
。
第
二
章
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
負
担
の
大
き
さ
は
大
地
主
を
し
て
も
導
入
を
躊
躇
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、

導
入
し
た
地
主
の
数
は
実
際
に
限
定
的
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
広
大
な
土
地
を
借
り
入
れ
金
渋
の
金
肥
を
施
し
て
甘
藤
栽
培
に
積
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極
的
な
投
資
を
行
な
っ
て
き
た
篤
農
家
に
と
っ
て
、
ポ
ン
プ
へ
の
投
資
は
飛
躍
で
は
な
く
、
む
し
ろ
投
資
先
の
転
換
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
導
入
へ
の
障
壁
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
積
極
的
に
投
資
を
行
な
っ
て
い
た
藥
有
に
と
っ
て
そ
う
だ

っ
た
。
察
有
が
最
初
期
に
、
し
か
も
一
度
に
三
台
も
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
電
動
ポ
ン
プ
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
膨
大
な
経
済
的
負
担
を
必
要
と
し
、
そ
の
償
却
は
容
易
で
は
な
か

っ
た
。
察
有
た
ち
は
電
動
ポ
ン
プ
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
節
　
電
動
ポ
ン
プ
の
経
営
と
名
望

日本統治期台湾における篤農家と電動ポンプ灌概（都留）

　
ま
ず
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
る
甘
労
作
か
ら
稲
作
へ
の
転
換
に
は
、
経
営
の
確
実
性
を
い
く
ら
か
向
上
さ
せ
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
甘
翠
雲
が
そ
の
長
い
栽
培
期
間
の
た
め
に
天
災
に
よ
る
経
営
上
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
肥
料
や
薦
苗
購
入
の
た
め
の
資
金
調
達
も
大

き
な
負
担
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
稲
作
の
栽
培
期
間
は
甘
藤
作
の
三
分
の
一
程
度
で
あ
っ
た
た
め
経
営
上
の
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
低
く
、
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

回
転
率
も
大
幅
に
高
め
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
地
主
た
ち
は
、
汲
み
上
げ
た
地
下
水
を
近
隣
村
落
内
で
稲
作
を
行
う
他
の
農
家
や
自
ら
の
小
作
人
へ
販
売

す
る
こ
と
に
よ
り
高
額
な
先
行
投
資
を
回
収
し
、
ひ
い
て
は
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
北
斗
水
利
組
合
に
よ
る
「
三
方
ノ

私
設
蝉
馴
ハ
井
戸
ヲ
中
心
ト
シ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
相
当
ノ
設
備
費
ガ
カ
・
ツ
テ
居
り
買
収
二
多
額
ノ
経
費
が
入
［
マ
マ
］
ル
ノ
デ
ア
リ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
テ
、
経
営
者
ハ
何
々
公
司
ト
称
シ
テ
相
当
費
用
ヲ
徴
収
シ
テ
、
二
丁
ハ
中
間
搾
取
ヲ
シ
テ
居
ル
モ
ノ
モ
ア
ル
ト
謂
フ
状
態
デ
ア
リ
マ
ス
」
と

い
う
報
告
は
、
地
域
内
に
私
設
さ
れ
た
水
利
施
設
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
組
合
の
意
図
を
反
映
し
て
い
る
た
め
注
意
し
て
読
む
必
要
が
あ
る
も

の
の
、
電
動
ポ
ン
プ
が
事
業
と
し
て
経
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
地
主
た
ち
は
自
ら
の
使
用
人
を
し
て
汲
み
上
げ
た
水
の
分

配
を
管
理
さ
せ
、
使
用
し
た
水
量
（
灌
概
面
積
）
に
し
た
が
っ
て
利
用
者
に
代
金
を
籾
に
よ
っ
て
支
払
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
電
動
ポ
ン
プ
の
運
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
投
資
額
を
償
却
し
利
益
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
察
有
に
つ
い
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て
見
れ
ば
、
一
九
三
二
年
七
月
に
ポ
ン
プ
を
増
設
す
る
際
に
は
以
鳶
に
導
入
し
た
天
井
径
一
二
尺
－
七
吋
ポ
ン
プ
の
価
格
が
高
す
ぎ
る
と
台
湾

電
力
に
訴
え
、
よ
り
安
価
な
形
態
で
ポ
ン
プ
を
設
置
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
後
に
な
っ
て
使
用
人
に
命
じ
て
、
メ
ー
タ
ー
に
「
小
穴
を
穿
ち
之
に

針
金
を
挿
入
し
」
、
～
年
半
に
わ
た
り
盗
電
を
行
っ
て
六
一
一
〇
〇
円
も
の
電
気
代
を
誤
魔
化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
電
動
ポ
ン
プ
の
経
営
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
か
な
り
苦
し
い
も
の
で
、
投
資
額
を
回
収
す
る
ほ
ど
の
利
益
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
純
粋
に
金
銭
的
利
益
だ
け
を
考
え
る
な
ら
ば
、
甘
黒
作
の
ほ
う
が
稲
作
よ
り
多
く
儲
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
台
湾
中

部
に
お
け
る
一
九
二
九
年
末
植
付
、
～
九
三
一
年
二
－
三
月
収
穫
の
智
慧
栽
培
に
つ
い
て
一
甲
あ
た
り
の
利
益
は
新
植
で
三
三
七
円
、
株
出
で

二
六
六
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
間
の
三
－
四
期
に
蓬
莱
米
を
栽
培
し
た
場
合
、
一
撃
あ
た
り
の
利
益
は
せ
い
ぜ
い
一
〇
七
円
で
、
大
き

　
　
　
　
　
　
⑳

な
開
き
が
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
こ
の
時
の
第
二
期
作
は
米
価
が
低
落
し
て
い
た
し
、
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
甘
薦
栽
培
に
よ
り
得
ら
れ
る
収

入
は
製
糖
会
社
に
よ
る
買
取
価
格
引
下
げ
の
た
め
後
に
大
き
く
低
下
し
た
か
ら
、
電
動
ポ
ン
プ
が
導
入
さ
れ
る
一
九
三
二
年
前
後
に
は
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

お
け
る
甘
薦
作
の
優
位
は
相
当
程
度
失
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
稲
作
に
よ
る
利
益
が
甘
薦
作
の
利
益
を
大
幅
に
上

回
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
甘
藤
作
の
方
が
儲
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
し
て
高
額
な
電
動
ポ
ン
プ
を
わ
ざ
わ
ざ
導
入
し
て
稲
作
を
行
っ
た
の
で

は
尚
更
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
は
一
見
す
る
と
、
彼
ら
が
甘
藤
作
を
め
ぐ
る
惨
状
と
損
失
の
中
で
、
台
湾
電
力
の
美
辞
麗
句
に
丸
め
込
ま
れ
て
、
経
済
的
に
は
必

ず
し
も
見
合
わ
な
い
ポ
ン
プ
導
入
と
い
う
選
択
へ
と
導
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
電
動
ポ
ン

プ
導
入
の
た
め
に
膨
大
な
投
資
を
行
い
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
投
資
額
を
回
収
で
き
な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
機
械
化
貧
乏
隔
の
状
態
へ
気
づ

か
ぬ
う
ち
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
彼
ら
は
稲
作
へ
の
転
換
に
よ
る
利
益
増
加
を
＝
疋
程
度
は
期
待
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
そ
の
よ
う
な
側
面
も
な
し
と
は
し
な
い
。

　
だ
が
、
そ
れ
で
は
荒
々
と
張
清
風
が
一
九
三
二
年
六
月
と
七
月
に
ポ
ン
プ
を
敢
え
て
増
設
し
た
理
由
や
、
ポ
ン
プ
が
北
斗
郡
全
域
、
ひ
い
て

は
台
南
州
に
ま
で
普
及
す
る
に
至
っ
た
事
実
を
説
明
し
き
れ
な
い
。
地
主
た
ち
は
量
器
作
か
ら
脱
却
し
て
自
ら
の
経
済
的
損
失
を
た
だ
補
溢
す
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る
こ
と
以
外
の
何
ら
か
の
別
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
に
広
範
囲
に
わ
た
る
積
極
的
な
普
及
が
見
ら
れ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
、
水
を
販
売
し
て
提
供
で
き
る
こ
と
が
地
域
に
お
け
る
彼
ら
の
名
望
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
製
糖

会
社
に
よ
る
甘
藤
買
取
価
格
引
下
げ
や
生
産
管
理
の
浸
透
に
よ
り
甘
藤
作
の
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ
、
更
に
霜
害
が
生
計
に
直
撃
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
利
設
備
新
設
に
よ
る
稲
作
へ
の
転
換
は
少
な
か
ら
ぬ
農
民
が
渇
望
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
地
域
有
力
者
た
ら
ん
と
す
る
一
部
の
地
主
た
ち

は
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
し
、
そ
の
よ
う
な
期
待
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
名
望
を
維
持
・
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
聖
心
や
陳
建
上
の
よ
う
に
製
糖
会
社
と
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
き
た
地
主
た
ち
に
は
、
特
に
そ
う
し
た
要
求
に
応
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
彼
ら
こ
そ
製
糖
会
社
と
協
力
し
、
地
域
内
で
甘
薦
作
の
利
益
を
最
も
強
調
し
、
奨
励
し
て
き
た
人
物
で
あ
り
、
霜
害
を
頂
点
と
す
る

甘
蕪
作
の
一
連
の
条
件
悪
化
は
自
ら
の
名
望
の
喪
失
を
直
接
的
に
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
察
有
が
最
初
期
に
導
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
一
度
に
三
台
も
の
電
動
ポ
ン
プ
導
入
を
決
断
し
た
理
由
は
こ
こ
に
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
導
入
し
た
多
く
の
地
主
た
ち
は
、

一
台
か
ら
二
台
程
度
の
導
入
に
留
ま
り
、
他
に
三
台
以
上
も
導
入
し
た
の
は
張
清
風
と
陳
井
上
だ
け
で
あ
る
。

　
張
清
風
に
よ
る
導
入
も
ま
た
名
望
、
特
に
察
有
と
の
名
望
獲
得
競
争
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
張
清
風
は
路
猛
撃
に
お

い
て
先
代
か
ら
続
く
最
大
の
資
産
家
で
あ
り
上
長
を
務
め
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
察
有
は
水
呑
百
姓
出
身
の
「
甘
藤
成
金
」
に

過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
も
し
路
口
上
で
察
有
だ
け
が
ポ
ン
プ
を
導
入
し
て
住
民
の
水
需
要
に
対
応
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
張
清
風
の
名
望
は
低
下

し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
張
清
風
は
察
有
と
比
べ
る
と
投
資
に
消
極
的
な
タ
イ
プ
の
地
主
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ン
プ
導
入
が
単
純
な

経
済
的
利
益
の
み
な
ら
ず
地
域
内
の
名
望
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
負
け
じ
と
ば
か
り
に
察
有
と
同
時
期
に
同
程
度
の
揚
水
能
力
の
ポ
ン

プ
導
入
を
決
断
し
、
六
月
に
は
総
有
に
先
ん
じ
て
増
設
ま
で
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
察
有
は
張
清
風
の
増
設
を
み
て
、
更
に
張
り
合

う
よ
う
に
同
程
度
の
揚
水
能
力
の
増
設
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
両
者
の
ポ
ン
プ
の
揚
水
能
力
（
灌
概
可
能
面
積
）
の
合
計
は
一
五
〇
甲

で
均
衡
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
表
六
）
。
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表6　察有と張清風による電動ポンプ導入状況

人　物 導入時期 ポンプの種類
ポンプ設備費

@　　　（円）

灌概可能面積

@　　　（甲）

実際の瀧概颪積

@　　　　（甲）

察　有 1932年1月
天井径12尺一

V吋ポンプ
2400 30 17

察　有 1932年1月
天井径12尺一

V吋ポンプ
2400 30 17

察　有 1932年1月
天井径20尺一

P0吋ポンプ
4300 50 25

張渚風 1932年1月
天井径20尺一

P0吋ポンプ
魂300 50 25

張清風 1932年1月
天井径20尺一

P0吋ポンプ
4300 50 25

張清風 1932年6月
天井径20尺一

P0吋ポンプ
4300 50 25

繋　有 1932年7月
盤井径811肝

W吋ポンプ
1900 30 17

察　有 1932年7月
簑四二径8吋一

T吋ポンプ
1100 10 10

出所1台湾電力F電気事故防止共同研究会第八園座談会資料」，勧誘課「台中州北斗郡

　　　下二於ケル地下水灌概二就テ」（台電資料）より作成。

　
水
利
設
備
の
敷
設
が
地
域
住
民
か
ら
の
名
望
獲
得
に
つ
な
が
っ
て

い
た
状
況
は
埠
頭
庄
山
口
暦
の
事
例
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
一
九
三
六
年
の
二
十
庄
塗
子
需
で
地
域
膚
力
者
の
陳
老
多

を
中
心
に
創
設
さ
れ
た
自
興
私
設
埣
鯛
の
事
例
に
お
い
て
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
上
子
需
周
辺
は
元
来
、
水
利
条
件
に
恵
ま
れ
な

い
地
域
で
あ
っ
た
。
莉
仔
埣
鯛
の
近
隣
で
あ
っ
た
も
の
の
往
々
に
し

て
上
流
で
取
水
さ
れ
尽
く
し
て
し
ま
い
、
水
不
足
に
陥
る
こ
と
が

　
　
　
　
⑳

度
々
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
稲
作
よ
り
甘
蕪
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
一

九
三
二
年
に
は
深
刻
な
霜
害
を
蒙
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
一
九
三
三
年
初
頭
に
は
保
正
を
務
め

て
い
た
陳
老
多
が
電
動
ポ
ン
プ
導
入
の
契
約
を
台
湾
電
力
と
行
お
う

と
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
三
三
年
末
に
は
田
老
多
が
地
域
の
代
表
者

と
な
っ
て
、
隅
地
域
を
北
斗
水
利
組
合
で
は
な
く
隣
接
す
る
水
量
が

豊
富
な
八
盤
馴
水
利
組
合
の
管
轄
範
囲
に
組
み
込
む
よ
う
北
斗
郡
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
陳
情
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九

一二

Z
年
に
至
っ
て
原
動
…
機
ポ
ン
プ
六
台
目
よ
る
灌
概
（
た
だ
し
、
地
下

水
汲
み
上
げ
で
は
な
く
河
川
水
汲
み
上
げ
に
よ
る
）
を
も
と
に
し
た
自
興
私

設
埠
坊
が
、
陳
老
多
ら
地
域
有
力
者
の
出
資
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
創

　
　
　
　
　
⑳

設
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
過
程
に
お
い
て
陳
老
多
は
有
力
者
と
し
て
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地
域
の
水
利
問
題
解
決
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
し
て
地
域
内
の
自
ら
に
対
す
る
支
持
や
名
望
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
地
主
た
ち
が
自
ら
の
経
済
的
利
益
だ
け
で
な
く
名
望
の
た
め
に
電
動
ポ
ン
プ
を
導
入
し
た
か
ら
こ
そ
、
地
域
内
の
農
民
た
ち
は
甘

薦
作
か
ら
稲
作
へ
転
換
し
、
甘
事
々
で
は
得
ら
れ
な
い
稲
作
の
利
点
（
米
価
格
の
上
昇
、
短
い
栽
培
期
間
が
も
た
ら
す
高
い
資
金
回
転
率
や
低
リ
ス
ク

な
ど
）
を
享
受
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
地
主
た
ち
に
よ
る
電
動
ポ
ン
プ
導
入
は
甘
藤
作
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
直
面
し
た
地
域
内
の
農
民

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
、
結
果
的
に
救
済
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
電
動
ポ
ン
プ
導
入
と
い
う
選
択
は
、
察
有
ら
に
と
っ
て
も
経
済
的
に
見
合
う
選
択
で
あ
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、
甘
蕨
作
を
め
ぐ

る
問
題
が
生
じ
る
中
で
地
域
内
の
農
民
が
渇
望
す
る
水
を
販
売
し
て
名
望
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
は
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入

は
十
分
な
意
義
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

日本統治期台湾における篤農家と電動ポンプ灌概（都留）

第
四
節
　
産
米
制
限
と
水
利
施
設
統
制

　
一
九
三
二
年
初
頭
か
ら
北
斗
郡
で
限
定
的
な
が
ら
も
一
定
の
普
及
を
見
せ
た
電
動
ポ
ン
プ
は
、
一
九
｝
一
一
三
年
に
至
り
早
く
も
総
督
府
に
よ
り

規
鋼
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
存
在
し
た
。
第
～
に
、
内
地
稲
作
農
家
の
保
護
で
あ
る
。
台
湾
米
・
朝
鮮
米

の
内
地
向
け
輸
出
増
加
に
と
も
な
う
内
地
米
価
低
下
と
稲
作
農
家
の
貧
窮
化
が
内
地
で
は
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
批
判
を
恐
れ

る
台
湾
総
督
府
は
島
内
の
稲
作
拡
大
に
つ
な
が
る
水
利
設
備
の
面
掛
を
統
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
総
督
府
官
僚
の
手
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
、
台
湾
電
気
協
会
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
「
農
事
電
化
に
対
す
る
一
班
の
考
察
」
と
い
う
記
事
で
は
、
農
業
方
面
の
電
化
が
日

月
潭
水
力
発
電
所
で
過
剰
生
産
さ
れ
る
電
気
の
消
化
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
「
今
日
以
上
の
産
米
増
加
手
段
と
し
て
の
灌
概
用

電
気
売
込
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
そ
れ
は
後
日
に
禍
根
を
資
し
、
内
地
農
村
も
島
内
農
家
も
｝
様
に
悪
い
影
響
を
灼
く
る
篭
れ
が
あ
る
」
と
批

　
　
　
　
　
　
⑫

判
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
は
当
時
の
総
督
府
内
部
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
総
督
府
に
よ
る
水
利
管
理
の
問
題
が
あ
っ
た
。
台
湾
総
督
府
は
台
湾
水
利
組
合
令
（
一
九
二
一
年
律
令
第
一
〇
号
）
や
台
湾
公
共
埠
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坦
規
則
（
～
九
〇
一
年
律
令
第
六
号
）
に
よ
っ
て
島
民
の
水
利
用
を
管
理
し
て
き
た
と
は
い
え
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
よ
る
地
下
水
灌
概
へ
の
規

制
が
法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
電
動
ポ
ン
プ
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
普
及
し
、
多
く
の
農
民
が
自
由
に
水
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
官
設
の
水
利
組
合
の
水
利
統
制
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
一
九
三
三
年
に
は

水
利
管
理
を
通
し
て
三
年
に
一
度
必
ず
甘
藤
作
を
行
う
こ
と
を
農
民
に
強
制
し
て
い
た
嘉
南
大
漁
の
分
水
区
域
（
台
南
州
北
部
）
に
ま
で
普
及

し
、
そ
の
水
利
統
制
を
現
実
に
動
揺
さ
せ
て
い
た
。

　
以
上
の
二
点
を
懸
念
し
て
、
台
中
州
は
一
九
三
三
年
以
後
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
に
対
す
る
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
原
動
機
取
締
規
則
（
｝
九
二

一
年
、
府
令
～
五
四
号
）
に
よ
っ
て
統
制
に
着
手
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ポ
ン
プ
に
か
か
わ
ら
ず
原
動
機
の
利
用
に
は
州
知
事
の
認
可
を
要
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

台
中
州
で
は
そ
れ
が
ポ
ン
プ
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
同
規
則
を
盾
に
認
可
が
拒
絶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
台
中
州
が
電
動
ポ
ン
プ
導
入

を
統
制
し
は
じ
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
有
望
な
電
気
需
要
先
を
失
い
た
く
な
い
台
湾
電
力
は
、
総
督
府
へ
地
下
水
汲
み
上
げ
を
積
極
的
に
認
め
、

台
中
州
知
事
を
し
て
電
動
ポ
ン
プ
の
設
置
を
認
可
さ
せ
る
よ
う
陳
情
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
一
九
三
一
二
年
三
月
目
。
そ
の
後
、
一
九
三
三
年
五
月

に
は
台
湾
中
南
部
で
虫
干
越
が
起
こ
り
、
特
に
北
斗
郡
の
被
害
は
最
も
深
刻
で
「
生
き
地
獄
」
と
報
道
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
が
、
電

動
ポ
ン
プ
を
あ
ら
か
じ
め
導
入
し
地
下
水
汲
み
上
げ
に
よ
る
灌
概
を
行
な
っ
て
い
た
場
所
で
は
干
越
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
電
動
ポ
ン
プ
導
入
を
求
め
る
声
が
台
湾
黒
地
主
だ
ち
の
間
で
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
電
力
は
北
斗
郡
に
お
け
る
干
越
の
被
害
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
調
査
し
、
総
督
府
に
対
し
て
電
動
ポ
ン
プ
導
入
の
認
可
を
要
求
す
る
意
見
書
を
再
び
提
出
し
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
台
中
州
の
電
動
ポ
ン
プ
に
対
す
る
姿
勢
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
一
九
三
三
年
三
月
以
降
は
電
動
ポ
ン
プ
新
設
は
ほ
と
ん
ど
許
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
地
か
ら
の
要
求
に
合
わ
せ
て
、
島
内
の
産
米
制
限
を
徐
々
に
進
め
る
の
が
一
九
三
三
年
以
降
の
台
湾
総
督
府

の
基
本
方
針
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
産
米
制
限
の
た
め
の
本
格
的
な
無
断
水
利
施
設
取
締
は
総
務
長
官
通
達
「
米
穀
対
策
に
関
す
る
件
」

（一

緕
O
四
年
五
月
）
を
そ
の
媚
茶
と
す
る
が
、
台
中
州
北
斗
郡
に
お
け
る
電
動
ポ
ン
プ
新
設
へ
の
統
制
は
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
よ
り
一
年
近
く
も
早
く
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
電
動
ポ
ン
プ
の
普
及
は
総
督
府
の
産
業
政
策
に
対
し
て
そ
れ
だ
け
大
き
な
脅
威
を
与
え
た
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と
い
え
よ
う
。

　
電
動
ポ
ン
プ
を
含
め
た
水
利
施
設
新
設
へ
の
統
制
は
台
湾
米
穀
移
出
管
理
令
が
施
行
さ
れ
る
　
九
三
九
年
に
総
務
長
官
通
達
で
解
除
さ
れ
る

ま
で
継
続
し
た
。
こ
の
間
、
新
設
が
禁
止
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
台
中
州
で
は
私
設
埠
馴
の
水
利
組
合
へ
の
統
合
が
強
行
さ
れ
る
。
特
に
私
設

埠
埆
が
広
範
に
存
在
し
た
北
斗
水
利
組
合
の
管
轄
区
域
で
は
既
設
の
電
動
ポ
ン
プ
や
掘
抜
井
戸
に
よ
る
地
下
水
汲
み
上
げ
施
設
に
対
す
る
管
理

や
整
理
が
、
警
察
の
支
援
の
も
と
で
推
し
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
九
年
に
新
設
を
再
び
認
可
す
る
と
、
食
糧
増
産
を
目
論
む
総
督

府
は
む
し
ろ
ポ
ン
プ
や
掘
抜
井
戸
の
設
置
を
自
ら
積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
農
民
は
今
度
は
栽
培
作
物
の
選
択
に
つ
い
て
自
由
が
奪

わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

①
「
研
究
大
艦
種
短
期
栽
培
法
（
登
山
甘
藤
の
改
良
）
」
㎎
糖
業
㎞
第
二
二
七
号

　
（
一
九
三
三
年
三
月
）
。

②
「
主
要
農
作
物
作
付
偏
、
台
中
州
編
『
台
中
州
統
計
書
昭
和
七
年
』
一
九
三

　
四
年
。

③
台
湾
電
力
「
電
気
事
故
防
止
共
同
研
究
会
第
八
回
座
談
会
資
料
」
（
一
九
三
八

　
年
五
月
）
『
技
術
関
係
資
料
観
（
台
電
資
料
）
。

④
業
務
部
勧
誘
課
「
第
二
回
勧
誘
会
議
事
録
」
一
九
三
二
年
九
月
、
『
勧
誘
会
議

　
蝋
獄
臨
　
（
台
電
資
料
）
o

⑤
『
台
南
新
報
』
～
九
三
三
年
工
月
五
日
。

⑥
門
第
二
回
勧
誘
会
議
順
序
」
魍
雑
書
類
㎞
（
台
電
資
料
）
。

⑦
緒
方
瀧
治
「
地
下
水
灌
概
に
対
す
る
督
府
へ
嘆
願
要
旨
」
一
九
三
三
年
三
月
一

　
〇
日
、
『
営
業
関
係
資
料
㎞
（
台
躍
資
料
）
。

⑧
業
務
部
営
業
課
「
勧
誘
業
務
報
告
書
」
『
営
業
関
係
資
料
』
（
出
鼻
資
料
）
。

⑨
　
　
「
台
中
州
北
斗
郡
埠
頭
糊
着
ロ
贋
畑
地
拡
張
位
遣
図
」
（
縮
尺
六
〇
〇
〇
分
の

　
一
、
一
九
｝
二
八
年
五
月
更
正
、
国
史
館
台
湾
文
献
館
所
蔵
）
。

⑩
塩
水
港
製
糖
は
後
に
こ
の
農
法
を
更
に
改
良
し
て
、
一
期
作
の
水
田
に
植
え
付

　
け
る
農
法
コ
期
糊
仔
蝋
型
」
を
開
発
し
た
。
そ
の
た
め
、
察
有
が
発
明
し
た
農

　
法
は
後
に
「
二
期
糊
仔
甘
薦
扁
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑪
路
口
腰
全
体
と
し
て
は
水
利
条
件
に
乏
し
か
っ
た
た
め
畑
が
多
か
っ
た
が
、
察

　
有
が
居
住
す
る
西
部
は
水
利
条
件
に
相
対
的
に
恵
ま
れ
、
水
田
が
比
較
的
多
く
存

　
在
し
た
。
だ
か
ら
察
有
は
水
田
に
お
け
る
甘
蕪
作
を
前
提
と
す
る
糊
隔
日
藤
の
よ

　
う
な
農
法
を
発
見
で
き
た
の
で
あ
る
。

⑫
宮
川
次
郎
「
糊
仔
甘
庶
の
発
見
者
薬
君
」
欄
無
業
礼
賛
㎞
台
湾
糖
業
研
究
会
、

　
一
九
二
八
年
。

⑬
『
台
湾
日
日
新
報
㎞
一
九
二
五
年
四
月
九
日
。
台
湾
銀
行
調
査
課
㎎
台
湾
二
於

　
ケ
ル
肥
料
ノ
現
状
並
将
来
㎞
　
一
九
二
〇
年
、
一
一
一
－
二
五
頁
。

⑭
　
　
蟹
口
湾
糖
業
界
空
前
の
事
業
　
全
島
甘
蕨
増
収
品
評
会
鷺
山
糖
業
講
演
会
記

　
録
㎞
台
湾
新
聞
社
、
～
九
二
五
年
、
七
八
－
一
〇
八
頁
。

⑮
前
掲
宮
川
次
郎
「
糊
仔
甘
庶
の
発
見
者
藥
瑠
」
。
察
有
「
甘
庶
の
栽
培
に
就
て
」

　
（
台
中
州
農
会
『
農
業
経
営
研
究
会
報
』
第
～
報
、
～
九
三
〇
年
四
月
）
。
洪
寳

　
昆
、
陳
粗
皮
『
北
斗
郡
大
観
臨
北
斗
郡
大
観
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
、
一
二
六
－

　
一
二
七
頁
。

⑯
『
台
湾
日
日
新
報
臨
一
九
二
七
年
六
昼
二
日
。

⑰
佐
藤
吉
治
郎
『
台
湾
糖
業
全
誌
舳
台
湾
新
聞
社
、
一
九
工
六
年
、
会
社
篇
＝
二
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二
頁
。
隅
新
高
新
報
』
　
一
九
三
四
年
八
月
　
二
～
日
。
前
掲
察
有
「
重
藤
の
栽
培
に

　
就
て
」
。

⑱
　
構
野
宮
門
次
郎
「
隔
世
甘
蕨
の
発
見
者
薬
君
」
。

⑲
糊
台
湾
日
日
薪
報
輪
一
九
二
四
年
一
〇
月
一
七
日
。

⑳
前
掲
佐
藤
吉
治
郎
㎎
台
湾
糖
業
全
階
㎞
、
会
社
篇
一
二
六
頁
。

⑳
　
前
掲
佐
藤
吉
治
郎
噸
台
湾
糖
業
全
誌
輪
、
時
代
篇
三
一
頁
。

⑫
　
　
桝
中
外
商
業
新
報
㎞
　
一
九
三
〇
年
一
　
月
一
五
日
。

⑫
　
杉
野
嘉
助
噸
台
湾
二
業
年
鑑
　
昭
和
五
年
版
㎞
台
湾
通
信
社
、
一
九
三
〇
年
、

　
＝
二
一
頁
。
『
台
湾
日
日
薪
報
』
　
一
九
三
〇
年
七
月
一
八
日
。

⑭
　
天
野
蓮
夫
「
農
家
経
済
に
嘗
て
の
所
感
」
（
台
中
州
農
会
『
農
業
経
営
研
究
会

　
報
二
重
＝
膏
写
（
一
九
三
二
年
三
月
）
。

⑳
　
　
「
水
利
行
事
　
第
四
回
台
豪
州
水
利
事
務
研
究
会
概
況
」
『
台
中
州
水
利
協
会

　
報
㎞
第
皿
巻
第
三
号
（
～
九
三
八
年
九
月
）
。

㊧
　
　
「
第
三
九
七
一
號
扁
㎎
昭
和
一
四
年
　
罰
金
以
下
単
独
部
判
決
原
本
隔
第
一
冊

　
（
司
訓
所
、
日
治
法
寒
桜
案
）
。

⑳
　
根
岸
勉
治
『
台
湾
に
於
け
る
製
糖
甘
蕪
の
価
格
特
に
其
買
収
価
格
匝
台
北
帝
国

　
大
学
理
農
学
部
農
業
経
済
学
教
室
研
究
資
料
第
八
号
、
一
九
三
二
年
。

⑳
　
一
九
三
二
－
～
九
三
三
年
期
の
間
に
三
期
に
わ
た
り
稲
作
を
行
っ
た
場
合
の
収

　
益
は
一
九
八
円
で
あ
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
前
掲
「
研
究
　
大
茎
種
短
期
栽

　
培
法
（
糊
仔
甘
蕨
の
改
良
）
」
。

⑲
　
　
欄
台
湾
日
日
新
報
撫
　
一
九
三
三
年
三
月
二
八
日
。

⑳
　
　
閣
台
湾
日
日
新
報
甑
　
一
九
三
三
年
一
　
月
二
〇
日
。

＠
　
　
「
第
六
一
八
六
号
」
『
公
読
書
原
本
第
一
二
四
冊
　
昭
和
一
一
年
噛
（
台
頭
地
院
、

　
日
治
法
院
梢
案
）
。

⑳
　
K
M
生
「
農
華
電
化
に
対
す
る
一
班
の
考
察
」
『
台
湾
食
気
協
会
会
報
』
第
二

　
号
（
一
九
三
三
年
三
月
置
。

⑬
　
嘉
南
大
堺
は
鳥
山
頭
ダ
ム
と
濁
水
漢
の
水
を
も
と
に
主
に
台
南
州
を
中
心
に
展

　
開
さ
れ
た
大
規
模
水
利
設
備
で
、
総
督
府
の
手
で
一
九
三
〇
年
に
竣
工
し
た
。
嘉

　
南
大
矧
を
通
し
て
総
督
府
は
分
水
を
自
ら
＝
兀
的
に
管
理
し
、
当
該
地
域
の
農
民

　
に
い
わ
ゆ
る
「
三
年
輪
作
」
を
強
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
三
年
に
一
度
だ
け

　
水
稲
作
が
可
能
な
水
量
を
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
は
他
の
二
年
は
そ
れ
ぞ
れ

　
甘
蕨
作
と
雑
作
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ン
プ

　
の
登
場
は
農
民
を
し
て
自
由
な
水
利
用
を
可
能
に
し
、
三
年
に
一
度
で
は
な
く
毎

　
年
の
稲
作
を
可
能
に
し
た
た
め
嘉
南
高
閲
の
意
義
を
喪
失
さ
せ
か
ね
ず
、
地
元
に

　
採
取
区
域
を
有
す
る
大
日
本
製
糖
は
総
督
府
へ
抗
議
し
て
い
た
。

⑭
　
前
掲
緒
方
寛
治
「
地
下
水
面
懸
に
対
す
る
督
府
へ
嘆
願
要
‘
且
。

⑳
　
　
噸
台
湾
新
民
報
輪
一
九
三
三
年
五
月
一
二
日
。

⑳
　
前
掲
台
湾
電
力
「
電
気
事
故
防
止
共
同
研
究
会
第
八
回
座
談
会
資
料
扁
。

⑳
　
台
湾
総
督
府
内
務
局
土
木
課
凝
霜
台
湾
水
利
関
係
法
令
類
纂
挽
台
湾
日
日
新
報

　
社
、
一
九
四
二
年
、
工
四
瞠
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
雲
斎
作
の
条
件
悪
化
と
地
域
の
誓
言
農
民
に
よ
る
稲
作
へ
の
転
換
要
望
に
対
す
る
台
湾
人
篤
農
家
の
対
応
と
し
て
、

電
動
ポ
ン
プ
は
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
大
恐
慌
下
の
製
糖
会
社
に
よ
る
甘
蕨
買
取
価
格
の
抑
制
と
歩
留
向
上
を
目
的
と
し
た
生
産
管
理
の

浸
透
は
、
甘
藤
作
に
従
事
し
て
き
た
台
湾
人
地
主
と
農
民
の
生
計
に
打
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
投
資
を
し
つ
つ
他
の
農
民
に
対
し



日本統治期台湾における篤腿家と電動ポンプ灌瀧（都留）

て
甘
薦
作
を
奨
励
し
て
き
た
地
主
た
ち
の
地
域
内
に
お
け
る
名
望
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
一
九
三
二
年
初
頭
の
霜
害
を
め
ぐ
る
惨

状
に
よ
っ
て
台
中
州
北
斗
郡
の
地
主
は
こ
の
問
題
に
向
き
合
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
電
動
ポ
ン
プ
導
入
は
こ
の
局
面
に
お
い
て
、
状
況
を
打

開
す
る
選
択
肢
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
登
場
し
た
。
埠
頭
庄
路
口
暦
の
地
主
・
察
有
と
張
清
風
は
電
動
ポ
ン
プ
を
最
初
期
に
導
入
し
、
自
ら
の

土
地
で
甘
全
作
を
縮
小
し
て
稲
作
へ
重
心
を
移
す
と
同
時
に
、
汲
み
上
げ
た
地
下
水
を
稲
作
へ
の
転
換
を
望
む
藤
作
農
民
に
対
し
て
販
売
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
名
望
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
膨
大
な
負
担
を
要
す
る
電
動
ポ
ン
プ
経
営
は
導
入
し
た
地
主
た
ち
に

必
ず
し
も
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
赤
字
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
経

済
的
利
益
の
み
な
ら
ず
地
域
内
の
名
望
に
も
関
わ
っ
た
か
ら
こ
そ
一
部
の
篤
農
家
に
よ
っ
て
積
極
的
な
導
入
が
行
わ
れ
、
台
中
州
北
斗
郡
を
起

点
に
台
南
州
に
ま
で
普
及
す
る
勢
い
を
み
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
の
事
例
は
、
植
民
地
研
究
に
お
い
て
近
代
性
論
の
経
済
史
へ
の
拡
張
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
近
年
の
経
済
史
研
究

が
統
治
の
問
題
を
後
景
化
さ
せ
た
の
に
対
し
て
、
近
代
性
論
は
経
済
史
研
究
が
は
ら
む
「
植
民
地
近
代
化
論
」
の
傾
向
を
批
判
し
、
文
化
史
・

社
会
史
の
領
域
で
統
治
を
問
題
化
し
て
き
た
。
し
か
し
、
台
湾
人
篤
農
家
の
電
動
ポ
ン
プ
導
入
を
め
ぐ
る
一
連
の
過
程
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の

は
、
米
糖
相
剋
問
題
、
大
恐
慌
下
に
お
け
る
電
力
会
社
・
製
糖
会
社
の
事
業
経
営
、
生
産
管
理
と
い
っ
た
経
済
史
の
テ
ー
マ
が
、
近
代
性
論
の

核
心
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
統
治
の
問
題
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
植
民
地
統
治
の
評
価
に
関
わ
る
焦

点
の
一
つ
が
経
済
発
展
と
の
関
係
性
に
あ
り
、
今
日
の
学
界
内
外
で
も
そ
の
是
非
が
論
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
植
民
地
・
ア
ジ
ア
経

済
史
を
射
程
に
収
め
つ
つ
近
代
性
を
論
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
、
甘
薦
生
産
の
合
理
化
と
高
額
の
経
済
的

負
担
を
不
可
避
と
す
る
農
業
機
械
の
導
入
が
生
み
出
す
統
治
を
検
討
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
す
る
台
湾
人
篤
農
家
の
対
応
を
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
植
民
地
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
乖
離
し
て
き
た
近
代
性
論
と
経
済
史
と
を
接
続
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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Progressive　Farmers　and　Electrical－Pump　lrrigation

　　　　　in　Japanese－Ruled　Taiwan：　The　Case　of

　　　　　　　Hokuto　County　in　Taichtt　Prefecture

by

TSURU　Shuntar6

　　The　aim　of　this　article　is　to　consider　the　problem　of　governance　that　had

grown　increasingly　dire　and　the　possibility　of　surviving　under　thls　rule　that

revolved　around　technology　in　areas　of　agricultural　production　by　examining

the　economics　of　sugarcane　production　by　sugar　companies　in　Hokuto

couRty　in　Taichit　prefecture　during　the　first　half　of　the　1930s　and　the

process　of　the　introduction　of　electrical　pumps　by　progressive　Taiwanese

farmers．

　　In　regard　to　agricultural　technology　under　colonia｝　ru｝e，　there　has　already

been　considerable　research　done　in　economic　history，　where　most　studies

have　been　argued　from　the　viewpoint　of　those　who　ini£iated　it　and　how　it

was　spread，　but，　in　contrast，　there　has　been　little　research　into　what　sort　of

impact　its　introductioR　（or　lack　thereoD　had　oR　Taiwanese　farmers．　On　the

other　hand，　while　it　is　worth　noting　that　studies　based　on　theories　of

moderRity　focused　on　complex　influences　brought　about　by　the　phenomenon

of　development　or　so－called　modernization，　they　have　primarily　addressed

themes　from　cultural　history　and　social　history，　aRd　those　themes　which　are

often　dealt　witk　in　economic　history，　such　as　agricultural　production，　have

been　extremely　rare．

　　IR　regard　to　this　situation　in　the　field，　this　paper　is　an　attempt　to　examine

modernity　from　the　field　of　economic　history　by　focusing　on　agricultural

technology．　Perspectives　based　on　theories　of　modernity　that　have　focused

on　rule　and　authority　inherent　in　modernization　should　be　recognized　as　of

importance．　However，　since　there　has　been　aR　obsession　with　the　themes　of

social　and　cultural　history　and　economic　problems　such　as　production　and

poverty　have　beeR　ignored　in　advancing　these　arguments，　it　has　been

difficult　to　grasp　the　complex　phenomenon　of　modernity　in　its　entirety．　1　aim

to　extend　of　theories　of　modernity　to　economic　history　and　thereby　to

（　532　）



deepen　theories　of　modernity　themselves．

　　As　my　ana｝ysis　progresses　from　this　viewpoint，　this　article　addresses　in

particular　the　process　of　the　adoption　of　the　agricultural　technology　of　the

electrical　pump　by　the　progressive　farmers　of　Taiwan．　Behind　this　process

was　the　financial　plight　of　farmers　caused　by　the　industriaXzatioR　of

sugarcane　production　promoted　by　the　sugar　companies．　And　although　there

was　a　possibility　that　the　introduction　of　the　pumps　might　have　led　to　an

escape　from　such　circumstances，　they　could　be　ensnared　in　the　problem　of

an　expensive　economic　burden．1　analyze　the　process　that　led　to　the　adoption

of　the　pamp　by　the　progressive　farmers　of　Taiwan　who　were　caught　in　this

dilemma．　ln　this　study，　1　have　chiefly　relied　on　documents　of　the　Taiwan

Power　Company　from　the　Resources　and　Historical　Collections　Office，　the

Library　of　Economics，　University　of　Tokyo，

　　In　the　first　section，　1　provide　an　overview　of　the　topography　and　social

relations　of　Hokuto　county　in　Talchtt　prefecture　whjch　served　as　the　stage

for　the　introduction　of　the　pumps．　Next，　1　examine　the　financial　policy　and

especially　the　lowering　of　prices　paid　to　obtain　sugarcane　and　the　problem

of　managing　production　in　regard　to　Meiji　Sugar　Co．　lnc．　and　Ensuik6　Sugar

Co．　lnc．　who　monopolized　the　purchase　of　sugarcane　from　the　farmers　in　the

regions　in　the　county．　Furthermore，　1　point　out　that　this　exacerbated　the

frost　damage　in　early　1932，　and　1　thus　elucidate　the　backgrouRd　for　the

introduction　of　the　pumps．

　　In　the　second　section，　1　examiRe　agricuitural　mach2nery　in　the　form　of　the

electrical　pump，　which　was　adopted　under　the　circumstances　described　in

the　previous　section．　1　first　provide　an　overview　of　electrical　pumps　that

spread　throughout　the　island　of　Taiwan　and　the　process　of　their　diffusion．

Next，　1　argue　the　programs　of　the　Taiwan　Power　Company　to　promote　use　of

the　pumps．　Moreover，　1　touch　on　the　diesel　pumps，　which　appear　to　have

been　introduced　earlier　on　the　island，　analyze　the　capacity　of　the　electrical

pumps　and　their　cost　of　operation，　and　make　clear　how　much　an　economic

burden　was　forced　upon　Taiwanese　land　owners　by　their　introduction．

　　In　the　tkird　section，　1　analyze　the　process　that　led　progressive　Taiwanese

farmers　to　choose　to　adopt　the　pumps．　First，　after　confirming　the　position

held　by　farmers　in　choosing　to　adopt　the　electrical　pump　in　Hokuto　county

in　Taicha　in　1932，　1　provide　an　overview　of　the　process　of　the　diffusion　from

Hokuto　county　through　Tainan　prefecture．　Furthermore，　although　the

electric　pumps　did　Rot　necessarily　bring　economic　benefit　to　landowners

who　adopted　them，1　make　clear　that　it　was　not　only　for　their　own　profit　but
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the　active　adoption　by　certain　progressive　farmers　also　involved　regional

aspirations．　FiRaily，　1　examine　the　process　by　which　the　use　of　the　pump

become　strictly　regulated　by　the　coloniai　government，

The　lnfluence　of　the　Security　Crisis　on　the　KoreaR　Peninsula

　　　　on　the　Okinawa　Reversion　Negotiations，　Focusing　on

　　　　　　　　the　Deployment　of　B52　Bombers　in　Okinawa

by

NARITA　Chihiro

　　The　B52　is　a　large　strategic　bomber　that　calt　be　equipped　with　nuclear

weapons．　The　U．　S．　Air　Force　used　B52s　for　carpet－bombing　in　Vietnam

during　the　Vietnam　War．　They　deployed　B52s　in　Okinawa　in　February　1968．

However，　the　initial　purpose　of　the　deployment　of　the　B52s　in　Okinawa　was

to　prepare　for　a　potential　crisis　on　the　Korean　Peninsula　The　deployment　of

B52s　and　the　campaign　for　their　removal　from　Okinawa　had　aR　effect　on　the

U．S．一Japan　negotiations　on　the　reversioR　of　Okinawa．　The　purpose　of　this

study　is　to　reveal　the　correlation　between　the　Okinawa　reversion　negotia－

tions　and　the　security　crisis　on　the　1〈orean　Peninsula．

　　In　1965，　the　U．S．　staged　a　full－scale　military　intervention　in　Vietnam．　The

Republic　of　Korea　（ROK），　an　ally　of　the　U．S．　decided　to　send　troops　to

Vietnam　in　1965．　This　became　a　factor　behind　the　annual　increase　in

provocations　by　the　Democratic　People’s　Republic　of　1〈orea　（DPRK）　after　the

latter　half　of　1966．　On　the　other　hand，　in　Ol〈inawa　and　Japan，　calls　for

reversion　of　OkiRawa　and　the　antiwar　movement　rose，　and　negotiations　on

reversion　began　between　the　Japanese　and　the　U．S．　governments．

　　Provocations　from　the　DPRK　reached　a　climax　in　the　beginning　of　1968．

The　Blue　House　Raid　and　the　Pueblo　incident　occurred　in　succession　This

security　crisis　on　the　Korean　Peninsuia　greatly　shocl〈ed　botlt　the　ROK　and

the　U．S．　governments　to　the　extent　that　the　U．S．　deployed　B52s　in　Okinawa

in　readiness　for　a　further　crisis　on　the　Korean　PeRinsula．　And　because　of　the

Tet　Offensive　in　Vietnam，　the　U．S．　began　to　fiy　B52s　from　Okinawa　to　attack

Vietnam，　so　a　large　antiwar　movement　calliRg　for　the　removal　of　the　pianes

arose　in　Okinawa　and　Japan．　The　first　election　for　the　Chief　Executive　of　the
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